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平
成
30
年
度
は
、「
第
六
次
阿

武
町
総
合
計
画
」
及
び
「
阿
武
町

版
総
合
戦
略
」
に
お
い
て
も
４
年

目
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に

従
い
、
よ
り
具
体
的
か
つ
可
能
な

限
り
早
期
に
、
こ
れ
を
展
開
す
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
の
視
点
を
は
じ

め
、
定
住
・
防
災
・
高
齢
化
対

策
・
教
育
の
視
点
な
ど
、
様
々
な

視
点
に
立
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
施
策

を
総
動
員
し
、
チ
ェ
ン
ジ
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
精
神
を
も
っ
て
、
他
の

自
治
体
に
な
い
、
そ
し
て
、
他
の

自
治
体
に
先
駆
け
た
施
策
を
、
一

刻
も
早
く
、
か
つ
、
大
胆
・
果
敢

に
進
め
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
で
は
、
平
成
30
年
度
に

取
り
組
む
、
主
要
施
策
の
概
要
を

申
し
上
げ
ま
す
。

▼
産
業
対
策
の
う
ち
農
業
で
は
、

未
ほ
場
整
備
田
の
効
率
的
な
活
用

と
、
町
の
特
産
品
で
あ
る
キ
ウ
イ

フ
ル
ー
ツ
栽
培
の
再
興
を
図
る
た

め
の
「
計
画
・
構
想
」
の
策
定
及

び
地
形
測
量
を
は
じ
め
、
深
刻
な

有
害
鳥
獣
の
被
害
に
対
応
す
る
、

天
井
侵
入
口
型
の
移
動
式
猿
捕
獲
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画
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及
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地
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深
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の
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天
井
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式
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柵
を
３
基
購
入
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
業
支
援
員
を
採
用

し
、
研
修
を
通
じ
て
、
農
業
技
術

や
農
業
に
お
け
る
知
識
の
向
上
に

努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
に
定
住

で
き
る
よ
う
、
必
要
な
支
援
を
行

い
ま
す
。

　

林
業
で
は
、
良
質
優
良
材
の
生

産
な
ど
に
向
け
て
、
保
育
事
業
を

行
い
ま
す
。　
　

　

商
工
業
対
策
で
は
、
地
域
産
業

の
活
性
化
や
若
者
定
住
に
向
け
、

新
た
に
企
業
誘
致
推
進
員
３
名
を

任
命
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

に
よ
る
、
町
人
会
等
で
の
企
業
誘

致
を
強
力
に
推
進
し
、
雇
用
の
場

の
創
出
を
図
り
ま
す
。

▼
暮
ら
し
の
対
策
で
は
、
子
育
て

支
援
、
少
子
化
対
策
と
し
て
、

「
高
校
生
修
学
支
援
」、
そ
し
て
、

高
校
生
ま
で
の
「
医
療
費
の
完
全

無
料
化
」、
第
３
子
以
降
の
子
ど

も
の
保
育
料
の
、
階
層
に
応
じ

た
、
全
額
ま
た
は
半
額
へ
の
軽
減

も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
み
ど
り
保
育
園
の
閉
園

時
間
を
、
土
曜
日
を
含
め
て
、
午

後
６
時
30
分
ま
で
延
長
す
る
ほ
か
、

妊
婦
に
対
す
る
「
風
疹
ワ
ク
チ

ン
」
を
は
じ
め
、
子
ど
も
に
対
す

る
「
流
行
性
耳
下
腺
炎
（
通
称
：

お
た
ふ
く
風
邪
）」、「
ロ
タ
ウ
ィ

ル
ス
」
及
び
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
の
任
意
予
防
接
種
代
金
の
半

額
助
成
を
開
始
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ま
す
。
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、
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更
に
、

75
歳
以
上
の
方
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
代
金
の
全
額
助
成
措

置
も
新
た
に
開
始
し
ま
す
。

　

ま
た
、
福
賀
高
齢
者
福
祉
複
合

施
設
新
築
工
事
に
つ
い
て
は
、
11

月
か
ら
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て

整
備
を
進
め
ま
す
。

▼
生
活
環
境
対
策
で
は
、「
町
道

東
方
筒
尾
線
」
及
び
、「
町
道
長

浜
西
ヶ
畑
線
」
の
道
路
改
良
事
業

の
年
度
内
の
早
期
完
成
に
向
け
、

鋭
意
事
業
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
福
賀
中
村
地
区
内
「
町

道
亀
山
十
王
堂
線
」
の
測
量
設
計

に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
宇
田
郷

地
区
で
は
、「
町
道
今
浦
西
ノ
宮

線
」
の
道
路
改
修
工
事
を
実
施
す

る
ほ
か
、
自
治
会
に
よ
る
町
道
等

の
草
刈
作
業
労
力
負
担
軽
減
事
業

も
、
緊
急
性
の
高
い
箇
所
を
選
定

し
な
が
ら
、
引
き
続
き
町
道
の
路

肩
及
び
法
面
の
舗
装
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
生
活
路
線
バ
ス
及

び
、
町
営
バ
ス
の
運
行
事
業
を
継

続
し
て
行
う
ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ワ
ゴ
ン
運
行
事
業
に
つ
い
て

も
、
利
用
状
況
等
を
考
慮
し
、
地

域
公
共
交
通
会
議
で
協
議
し
な
が

ら
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
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想
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で
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尾
無
地
区
で
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を
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う
ほ
か
、
水
道
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設
に
つ
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て

は
、
供
用
後
40
年
以
上
経
過
し

た
、
福
賀
地
区
の
老
朽
管
路
更
新

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

▼
定
住
促
進
対
策
で
は
、
定
住
奨

励
金
の
住
宅
取
得
補
助
金
や
空
き

家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
な
ど
の
内

容
を
拡
充
し
、
各
種
定
住
奨
励
金

制
度
を
継
続
す
る
な
ど
、
各
種
ソ

フ
ト
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

特
別
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
空
き

家
ノ
ー
ト
（
家
の
未
来
帖
）、
空

き
家
管
理
、
４
分
の
１
ワ
ー
ク

ス
、
な
ど
の
、
８
つ
の
主
要
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
的
な
展
開
を
は

じ
め
、
移
住
定
住
及
び
、
地
域
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民
等
の
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流
促
進
を
図
る
た
め
の

拠
点
と
し
て
整
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し
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「
旧
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薬
局
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を
、
新
た
に
「
阿
武
町
暮

ら
し
支
援
セ
ン
タ
ー
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と
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所
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、
運
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、
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の
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支
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１
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を
配
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す
る
と

と
も
に
、
総
合
戦
略
推
進
の
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め

の
、
地
域
お
こ
し
協
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隊
の
隊
員

１
人
を
引
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続
き
採
用
す
る
ほ

か
、
新
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に
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人
の
新
規
採
用
を

予
定
し
て
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ま
す
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造
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新
た
に
３
人
の
新
規
採
用
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
柳
橋
分
譲
宅
地
造

成
工
事
に
つ
い
て
は
、
秋
か
ら
の

売
り
出
し
に
向
け
て
鋭
意
工
事
を

進
め
ま
す
。

▼
社
会
教
育
・
学
校
教
育
の
推
進

対
策
で
は
、
近
年
、
阿
武
小
学
校

で
は
、
発
達
障
害
等
に
よ
る
特
別

支
援
学
級
対
象
児
童
が
増
加
傾
向

に
あ
り
、
現
状
の
教
室
で
は
手
狭

と
な
る
た
め
、
特
別
支
援
教
室
の

増
設
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
文
化
ホ
ー
ル
事
業
と
し
て
11

月
に
は
本
格
的
な
ジ
ャ
ズ
コ
ン

サ
ー
ト
の
復
活
開
催
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
萩
市
と
連
携
し
た
萩
ジ

オ
パ
ー
ク
構
想
を
推
進
す
る
た

め
、
阿
武
町
推
進
協
議
会
の
設
立

や
、
ジ
オ
サ
イ
ト
に
ち
な
ん
だ
講

座
も
、
各
地
区
で
開
催
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

▼
住
民
参
画
対
策
は
、
自
治
会
の

自
主
防
災
組
織
と
し
て
の
取
り
組

み
と
し
て
、
消
防
団
を
補
完
す
る

組
織
の
育
成
・
強
化
を
積
極
的
に

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
地
域
に
寄
り
添
う
懇

談
会
」
や
、
各
種
団
体
・
グ
ル
ー

プ
等
と
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
ト
ー
ク
、

従
来
の
よ
う
な
地
区
ご
と
の
「
町

づ
く
り
懇
談
会
」
の
開
催
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
、
各
地
域
等
で

実
施
し
て
い
る
懇
談
会
の
状
況

や
、
反
省
点
な
ど
を
検
証
し
な
が

ら
、
何
ら
か
の
形
で
実
施
し
ま
す
。

　

新
年
度
に
お
い
て
も
、
各
種
施

策
を
迅
速
か
つ
的
確
に
執
行
し
、

不
断
の
行
政
改
革
を
断
行
し
な
が

ら
町
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
所
存

で
す
の
で
、
皆
様
の
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

で
は
、
発
達
障
害
等
に
よ
る
特
別

支
援
学
級
対
象
児
童
が
増
加
傾
向

に
あ
り
、
現
状
の
教
室
で
は
手
狭

と
な
る
た
め
、
特
別
支
援
教
室
の

増
設
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
文
化
ホ
ー
ル
事
業
と
し
て
11

月
に
は
本
格
的
な
ジ
ャ
ズ
コ
ン

サ
ー
ト
の
復
活
開
催
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
萩
市
と
連
携
し
た
萩
ジ

オ
パ
ー
ク
構
想
を
推
進
す
る
た

め
、
阿
武
町
推
進
協
議
会
の
設
立

や
、
ジ
オ
サ
イ
ト
に
ち
な
ん
だ
講

座
も
、
各
地
区
で
開
催
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

▼
住
民
参
画
対
策
は
、
自
治
会
の

自
主
防
災
組
織
と
し
て
の
取
り
組

み
と
し
て
、
消
防
団
を
補
完
す
る

組
織
の
育
成
・
強
化
を
積
極
的
に

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
地
域
に
寄
り
添
う
懇

談
会
」
や
、
各
種
団
体
・
グ
ル
ー

プ
等
と
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
ト
ー
ク
、

従
来
の
よ
う
な
地
区
ご
と
の
「
町

づ
く
り
懇
談
会
」
の
開
催
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
、
各
地
域
等
で

実
施
し
て
い
る
懇
談
会
の
状
況

や
、
反
省
点
な
ど
を
検
証
し
な
が

ら
、
何
ら
か
の
形
で
実
施
し
ま
す
。

　

新
年
度
に
お
い
て
も
、
各
種
施

策
を
迅
速
か
つ
的
確
に
執
行
し
、

不
断
の
行
政
改
革
を
断
行
し
な
が

ら
町
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
所
存

で
す
の
で
、
皆
様
の
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「若者定住」と「雇用の創出」、
阿武町最大の課題解決へ大胆・果敢に挑む平成３０年度　町長の施政方針

花田憲彦町長
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平成30年度当初予算が成立平成30年度当初予算が成立平成30年度当初予算が成立平成30年度当初予算が成立平成30年度当初予算が成立

第１回議会定例会　３月2日～23日

　

農
業
関
係
で
は
、
奈
古
地
区
の

遊
休
農
地
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消

を
図
る
た
め
約
16　

の
農
地
の
ほ

場
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
そ
の
一
部
で
町
の
特

産
品
で
あ
る
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の

モ
デ
ル
農
園
を
整
備
し
、
特
産
品

の
確
保
と
販
売
促
進
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
の
著
し
い
県
営

ほ
場
整
備
事
業
福
田
地
区
の
用
水

路
等
の
改
修
を
計
画
的
に
実
施
す

る
ほ
か
、
た
め
池
の
崩
壊
に
よ
る

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
県
営

農
村
災
害
対
策
整
備
事
業
を
福
賀

地
区
内
６
ヶ
所
の
た
め
池
で
継
続

実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
サ
ル
に
よ
る
農
作
物

被
害
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
、
町

内
３
地
区
に
移
動
式
の
サ
ル
捕
獲

檻
を
設
置
し
ま
す
。

◎
農
業
生
産
力
等
機
能
強
化
対
策

　

事
業
（
３
０
０
万
円
）

◎
県
営
農
村
災
害
対
策
整
備
事
業

　
（
３
０
０
万
円
）

◎
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事

　

業（
９
０
０
万
円
）

◎
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業

　
（
３
７
０
万
１
０
０
０
円
）

　

林
業
関
係
で
は
、
森
林
の
持
つ

多
面
的
機
能
の
維
持
と
良
質
優
良

材
の
生
産
に
向
け
、
森
林
経
営
計

画
に
基
づ
い
て
間
伐
な
ど
の
保
育

事
業
を
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

◎
町
有
林
造
林
事
業

　
（
１
５
９
３
万
９
０
０
０
円
）

　

水
産
業
関
係
で
は
、
漁
港
海
岸

施
設
の
更
新
コ
ス
ト
の
平
準
化
や

縮
減
を
図
る
た
め
、
施
設
の
機
能

診
断
を
行
い
、
長
寿
命
化
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

◎
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業

　
（
１
０
１
０
万
円
）

　

商
工
業
関
係
で
は
、
起
業
時
に

お
け
る
初
期
投
資
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
起
業
化
支
援
事
業
を

引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
地
域

産
業
の
活
性
化
や
若
者
の
定
住
促

進
を
目
的
と
し
、
新
た
に
企
業
誘

致
推
進
員
を
任
命
し
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
町
人
会
等
で

の
企
業
誘
致
を
強
力
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、
雇
用
の
場
の
創
出
を

図
り
ま
す
。

◎
阿
武
町
起
業
化
支
援
事
業

　
（
１
０
０
万
円
）

◎
起
業
誘
致
推
進
事
業

　
（
１
２
５
万
円
）

　

平
成
30
年
度
阿
武
町
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
27
億
２
３
０

０
万
円
と
な
り
、
昨
年
度
よ
り
３
億
６
４
０
０
万
円
、
率
に
し
て

15
．４
％
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
７
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た

予
算
総
額
も
43
億
７
３
４
０
万
６
０
０
０
円
と
な
り
、
対
前
年
度

比
３
億
１
１
９
９
万
１
０
０
０
円
、
率
に
し
て
７
．７
％
の
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
前
年
度
当
初
予
算
は
町
長
選
挙
の
実
施
に
伴
い
骨
格

予
算
と
し
て
編
成
し
た
た
め
、
肉
付
け
後
の
通
年
予
算
45
億
４
０

１
８
万
８
０
０
０
円
と
比
較
す
る
と
、
１
億
６
６
７
８
万
２
０
０

０
円
、
率
に
し
て
３
．７
％
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
当
初
予
算
に
計
上
し
た
主
な
事
業
に
つ
い
て
、「
第
６
次

阿
武
町
総
合
計
画
」
の
６
つ
の
柱
に
そ
っ
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

※

◎
事
業
名　
　

※

（　

）
内
の
金
額
は
今
年
度
予
算
額

平成30年度　主要施策の概要

　平成30年度予算などを審議する平成30年第１回阿武町議会定例会が、３月２日
～23日までの会期22日間で開かれ、提出議案30件、全員協議会での報告５件
が、いずれも慎重に審議され、原案どおり可決または承認されました。新年度予算
や主な事業を紹介し、議決事項を報告します。

　平成30年度予算などを審議する平成30年第１回阿武町議会定例会が、３月２日
～23日までの会期22日間で開かれ、提出議案30件、全員協議会での報告５件
が、いずれも慎重に審議され、原案どおり可決または承認されました。新年度予算
や主な事業を紹介し、議決事項を報告します。

ため池

1
明
日
に
つ
な
ぐ
活
力

　

あ
る
産
業
づ
く
り

一般会計　２７億２，３００万円
特別会計　１６億５，０４０万６，０００円
総　　額　４３億７，３４０万６，０００円

一般会計　２７億２，３００万円
特別会計　１６億５，０４０万６，０００円
総　　額　４３億７，３４０万６，０００円

ｈａ
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平成30年度会計別予算状況平成30年度一般会計歳入歳出予算状況
予算総額27億2,300万円

増減率

15.4%

△3.1%

△3.0%

10.6%

1.0%

△5.7%

21.3%

△5.9%

△9.3%

7.7%

増減額

364,000

△ 52,009

△ 20,711

6,620

841

△ 39,200

10,448

△ 4,547

△ 5,460

311,991

構成比

62.3%

37.7%

15.2%

1.6%

1.9%

14.8%

1.4%

1.6%

1.2%

100.0%

当初予算額

前年度との比較平成30年度
区　　分

2,723,000

1,650,406

664,157

68,900

83,363

648,900

59,460

72,178

53,448

4,373,406

一般会計

特別会計

合　　計

国保
（事業勘定）
国保

（直診勘定）

後期高齢

介護保険

簡易水道

農業集落

漁業集落

歳出

歳入

議会費 1.6%
総務費 21.5%

衛生費 6.1%

民生費
25.1%

労働費 0.1%

商工費 1.7%
土木費 9.8%
消防費 5.4%

教育費 9.7%
公債費 8.7%
諸支出金 0.2% 予備費 0.4%

町税
10.4%

町債
8.3%

地方譲与税
1.2%
地方消費税
交付金 1.5%

自動車取得税
交付金 0.3%

地方交付税 
55.1%

分担金及び
負担金 1.1%

使用料及び
手数料 2.0%

国庫支出金
5.7%

繰入金 1.5%
繰越金 3.6%

寄附金 0.4%

諸収入
0.7%

財産収入 1.3%
県支出金 
6.9%

単位：千円

　

子
育
て
支
援
、
少
子
化
対
策
と

し
て
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
の
医

療
費
の
無
料
化
や
、
第
３
子
以
降

の
子
ど
も
に
対
す
る
保
育
料
の
軽

減
も
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、

新
た
に
こ
の
４
月
か
ら
み
ど
り
保

育
園
の
開
園
時
間
を
、
土
曜
日
を

含
め
て
午
後
６
時
30
分
ま
で
延
長

し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
に
対
す
る
任
意

の
予
防
接
種
に
つ
い
て
も
代
金
の

半
額
助
成
を
実
施
す
る
ほ
か
、
高

齢
者
の
健
康
な
暮
ら
し
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
75
歳
以

上
の
方
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
代
金
の
全
額
助
成
を
実
施
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
活
を
継
続
す
る
た
め

に
、
身
近
な
地
域
に
サ
ー
ビ
ス
拠

点
を
つ
く
り
、
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
た
地
域
密
着
型
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
ま
す
。

◎
子
ど
も
等
へ
の
任
意
予
防
接
種

　

助
成
事
業

　
（
１
３
７
万
３
０
０
０
円
）

◎
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

　

接
種
助
成
事
業

　
（
６
６
５
万
７
０
０
０
円
）

◎
福
賀
高
齢
者
福
祉
複
合
施
設
新

　

築
事
業（
繰
越
）

　
（
１
億
６
１
７
２
万
６
０
０
０
円
）

　

交
通
関
係
で
は
、
生
活
路
線
バ

ス
や
町
営
バ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ワ
ゴ
ン
の
運
行
事
業
を
引
き
続
き

行
い
ま
す
。

◎
地
方
バ
ス
路
線
維
持
対
策
事
業

　
（
２
８
７
９
万
３
０
０
０
円
）

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
運
行
事

　

業
（
５
８
７
万
４
０
０
０
円
）

　

道
路
整
備
関
係
で
は
、
宇
田
郷

地
区
の
町
道
長
浜
西
ヶ
畑
線
、
奈

古
地
区
の
町
道
東
方
筒
尾
線
の
改

良
工
事
の
ほ
か
、
福
賀
地
区
に
お

い
て
豪
雨
時
に
避
難
所
と
な
る
の

う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
へ
の
通
行
や
緊

急
車
両
の
迂
回
路
確
保
の
た
め
、

町
道
亀
山
十
王
堂
線
の
改
良
工
事

に
着
手
し
ま
す
。

◎
町
道
東
方
筒
尾
線
道
路
改
良
事

　

業
（
４
６
１
０
万
円
）

◎
町
道
長
浜
西
ヶ
畑
線
道
路
改
良

　

事
業
（
２
０
６
０
万
円
）

◎
町
道
亀
山
十
王
堂
線
道
路
改
良

　

事
業
（
１
６
１
０
万
円
）

　

ま
た
、
高
齢
化
に
よ
り
負
担
と

な
っ
て
い
る
自
治
会
に
よ
る
町
道

等
の
草
刈
作
業
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
町
内
３
地
区
そ
れ
ぞ
れ
で
路

肩
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
で
覆
う
整

備
工
事
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

◎
町
道
草
刈
作
業
労
力
負
担
軽
減

　

事
業
（
２
０
０
０
万
円
）

亀山十王堂線

農林水産業費
9.7%

3
住
み
よ
い
快
適
な

　

環
境
づ
く
り

2
み
ん
な
で
支
え
る
安

　

心
な
暮
ら
し
づ
く
りみどり保育園

高齢者福祉複合施設起工式
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消
防
・
防
災
関
係
で
は
、
防
火

水
槽
を
奈
古
、
宇
田
郷
地
区
で
そ

れ
ぞ
れ
１
箇
所
ず
つ
新
設
す
る
ほ

か
、
緊
急
時
に
地
域
住
民
へ
迅
速

な
情
報
提
供
を
行
う
た
め
、
屋
外

拡
声
器
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め

ま
す
。
今
年
度
は
津
波
浸
水
想
定

区
域
で
あ
り
、
未
設
置
の
地
域
で

あ
る
尾
無
地
区
へ
設
置
し
ま
す
。

◎
防
火
水
槽
新
設
事
業

　
（
１
２
５
０
万
円
）

◎
防
災
行
政
無
線
屋
外
拡
声
器
増

　

設
事
業
（
６
０
０
万
円
）

　

若
い
世
代
の
定
住
促
進
や

U
J
I
タ
ー
ン
者
の
受
入
を
行
う

た
め
、
奈
古
地
区
東
方
に
一
般
住

宅
を
建
設
す
る
ほ
か
、
定
住
奨
励

金
交
付
事
業
や
空
き
家
バ
ン
ク
事

業
を
充
実
さ
せ
、
都
市
部
な
ど
か

ら
の
移
住
を
促
進
し
人
口
定
住
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
圏
で
の
定
住
フ
ェ

ア
や
町
人
会
、
町
出
身
者
の
企
業

な
ど
に
も
積
極
的
に
出
向
き
、
阿

武
町
出
身
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
の
た
め
、
東
京
圏
域
や
関

西
・
東
海
圏
域
で
の
ふ
る
さ
と
阿

武
町
会
を
引
き
続
き
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
」
に
つ
い
て
は
、
地
方
版
総
合

戦
略
で
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
選
ば

れ
る
町
づ
く
り
」
の
た
め
、
４
分

の
１
ワ
ー
ク
ス
や
空
き
家
ノ
ー
ト

（
家
の
未
来
帖
）
を
は
じ
め
と
し

た
８
本
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と

も
に
、
移
住
促
進
や
地
域
住
民
等

の
交
流
促
進
の
た
め
阿
武
町
暮
ら

し
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
・
運
営

し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
移
住
を
考
え
て
い
る

方
の
短
期
間
滞
在
用
に
、
移
住
体

験
滞
在
施
設
を
福
賀
地
区
に
新
た

に
１
戸
取
得
し
、
運
営
管
理
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

◎
定
住
対
策
ソ
フ
ト
事
業

　
（
２
６
２
５
万
５
０
０
０
円
）

◎
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
特

　

別
事
業

　
（
１
４
５
０
万
９
０
０
０
円
）

◎
阿
武
町
暮
ら
し
支
援
セ
ン
タ
ー

　

運
営
事
業

　
（
３
７
４
万
１
０
０
０
円
）

　

阿
武
小
学
校
で
は
特
別
支
援
学

級
対
象
児
童
の
増
加
に
対
応
し
、

特
別
支
援
教
室
の
増
設
工
事
を
行

う
ほ
か
、
福
賀
小
学
校
で
は
屋
外

ト
イ
レ
に
身
体
障
害
者
用
ト
イ
レ

を
新
設
お
よ
び
教
室
内
の
空
調
設

備
の
設
置
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
阿
武
中
学
校
で
は
屋
内

運
動
場
の
屋
根
の
改
修
や
、
理
科

室
な
ど
４
つ
の
特
別
教
室
に
空
調

設
備
の
設
置
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

つ
ぎ
に
、
社
会
教
育
・
保
健
体

育
施
設
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

町
民
セ
ン
タ
ー
の
照
明
設
備
改
修

工
事
や
、
宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
宇
田

ふ
れ
あ
い
体
育
館
に
つ
い
て
は
ト

イ
レ
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

路肩整備（宇久地内）

阿武町暮らし支援センター

　

ま
た
、
町
民
セ
ン
タ
ー
文
化

ホ
ー
ル
の
事
業
と
し
て
、
ス
タ
イ

ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
を
活
用
し
た
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
ほ
か
、
本

格
的
な
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
も
復

活
開
催
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

推
進
の
た
め
、
協
議
会
の
設
立
や

ジ
オ
パ
ー
ク
関
連
講
座
を
各
地
区

で
開
催
し
ま
す
。

◎
阿
武
小
学
校
特
別
支
援
教
室
増

　

設
事
業（
３
２
１
０
万
円
）

◎
社
会
教
育
施
設
等
整
備
事
業　

　
（
３
３
５
３
万
７
０
０
０
円
）

◎
文
化
ホ
ー
ル
事
業

　
（
３
２
７
万
５
０
０
０
円
）

◎
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進
事
業

　
（
５
７
万
２
０
０
０
円
）

　

自
治
会
制
度
に
つ
い
て
は
、
サ

ポ
ー
ト
・
相
談
体
制
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
各
種
交
付
金
に
つ
い

て
も
使
い
勝
手
を
良
く
す
る
よ
う

内
容
の
再
検
討
な
ど
を
引
き
続
き

行
う
ほ
か
、
一
般
町
民
で
組
織
す

る
消
防
団
協
力
隊
に
つ
い
て
組
織

の
さ
ら
な
る
育
成
・
強
化
を
図
り

ま
す
。

◎
自
治
会
総
合
交
付
金
交
付
事
業

　
（
９
２
７
万
５
０
０
０
円
）

　

本
定
例
会
の
一
般
質
問
に
は
、

２
人
の
方
か
ら
次
の
４
項
目
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、
町
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

質
問
者
及
び
内
容

☆
清
水
教
昭
議
員

○
施
政
方
針
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル

　

展
開
に
つ
い
て

○
阿
武
町
の
皆
様
の
生
命
と
財
産

　

を
守
る
消
防
団
協
力
隊
に
つ
い

　

て
○
町
道
、
生
活
道
路
の
安
全
性
の

　

確
保
に
つ
い
て

☆
小
田
高
正
議
員

○
老
後
に
お
け
る
諸
問
題
に
つ
い

　

て
※
な
お
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

　

議
会
だ
よ
り
（
８
〜
10
P
）
に

　

掲
載
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

5
い
き
い
き
と
未
来
に

　

輝
く
人
づ
く
り

6
連
帯
の
き
ず
な
が
広

　

が
る
し
く
み
づ
く
り モドロ岬（奈古）

4
と
も
に
築
く
定
住
の

　

ま
ち
づ
く
り
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◆
阿
武
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

農
業
委
員
会
委
員
及
び
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
報
酬
に
つ

い
て
、「
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
」
の
改
正
に
伴
い
、
年
額

の
最
大
支
給
報
酬
額
を
新
た
に
定

め
る
も
の
。

◆
阿
武
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

ク
ラ
ウ
ド
に
よ
る
４
市
１
町
の

「
基
幹
業
務
系
シ
ス
テ
ム
共
同
利

用
」
の
導
入
に
伴
い
、
納
期
を
10

期
か
ら
４
期
へ
変
更
し
、
あ
わ
せ

て
10
期
を
前
提
と
し
た
町
民
税
及

び
固
定
資
産
税
を
併
せ
て
徴
収
す

る
た
め
に
、
特
例
と
し
て
昭
和
36

年
に
制
定
さ
れ
た
「
町
税
の
徴
収

等
の
特
例
に
関
す
る
条
例
」
を
廃

止
す
る
も
の
。

◆
阿
武
町
定
住
促
進
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
「
住
宅
取
得
補
助
金
」
及
び

「
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
」

の
上
限
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
１
．５

倍
に
引
き
上
げ
る
ほ
か
、
不
要
物

の
撤
去
の
際
の
要
件
を
緩
和
す
る

も
の
。

◆
阿
武
町
暮
ら
し
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　

整
備
・
改
修
し
、
町
が
取
得
し

た
旧
奈
古
薬
局
を
、
移
住
定
住
、

住
ま
い
と
仕
事
の
総
合
相
談
窓

口
、
そ
し
て
、
地
域
住
民
等
の
交

流
の
場
と
し
て
、
４
月
か
ら
の
運

用
開
始
を
予
定
し
て
い
る
「
阿
武

町
暮
ら
し
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
係

る
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

を
新
た
に
制
定
す
る
も
の
。

◆
阿
武
町
移
住
体
験
滞
在
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

入
居
期
間
、
家
賃
の
納
付
及

び
、
家
賃
の
取
扱
い
の
変
更
を
は

じ
め
、
町
営
住
宅
条
例
の
準
用
箇

所
の
一
部
削
除
及
び
、
新
た
に
新

田
住
宅
１
棟
の
追
加
を
行
う
も
の
。

◆
阿
武
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
「
公
営
住
宅
法
」
の
改
正
に
係

る
、
関
係
省
令
の
条
ず
れ
に
伴
う

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

◆
阿
武
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　

国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
及
び
、
政
令
の
施

行
に
伴
う
、
住
所
地
特
例
の
見
直

し
の
ほ
か
、
保
険
料
の
徴
収
の
特

例
を
削
除
す
る
も
の
。

◆
阿
武
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た

め
の
法
律
」
の
改
正
に
伴
い
、
引

用
条
項
を
改
め
て
整
理
す
る
も
の
。

◆
阿
武
町
国
民
健
康
保
健
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

財
政
運
営
の
責
任
主
体
が
県
と

な
る
こ
と
に
伴
い
、
町
が
行
う
国

民
健
康
保
険
の
事
務
や
、
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
の
名
称
の
変

更
を
行
う
も
の
。

◆
阿
武
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

国
及
び
県
の
指
導
に
よ
り
、
福

賀
診
療
所
の
診
療
時
間
の
表
記
を

現
状
に
合
わ
せ
る
も
の
。

◆
阿
武
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

３
年
に
一
度
の
介
護
保
険
料
の

見
直
し
に
伴
う
保
険
料
の
設
定
及

び
過
料
の
対
象
者
拡
大
に
係
る
、

法
改
正
に
伴
い
改
正
す
る
も
の
。

◆
阿
武
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
人
員
及
び
運
営
等
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
改
正

に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
職
員
で
あ
る

主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
、
更
新

研
修
の
要
件
の
変
更
を
行
う
も
の
。

◆
阿
武
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

　
「
介
護
保
険
法
」
に
よ
る
指
定

居
宅
介
護
支
援
に
関
す
る
基
準
等

を
、
市
町
村
が
条
例
で
定
め
る
こ

と
と
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
条
例
を

新
規
制
定
す
る
も
の
。

◆
阿
武
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
に
予
定
し
て
い
る

事
業
の
内
、
過
疎
債
の
起
債
を
予

定
し
て
い
る
６
つ
の
事
業
に
つ
い

て
、「
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
」
へ
の
掲
載
が
要
件
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
今
回
、
追
加
及
び
変

更
の
掲
載
を
す
る
も
の
。

◆
平
成
29
年
度
阿
武
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
回
）

　

各
種
事
業
や
行
事
経
費
等
の
最

終
精
算
調
整
に
よ
る
減
額
。
（
補

正
額
４
５
４
７
万
１
０
０
０
円
の

減
額
・
予
算
総
額
28
億
８
５
９
２

万
７
０
０
０
円
）

■
平
成
29
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業
（
事
業
勘
定
）
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
４
回
）

　

補
正
額
２
２
０
６
万
３
０
０
０

円
の
減
額
・
予
算
総
額
７
億
２
９

３
１
万
１
０
０
０
円

■
平
成
29
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業
（
直
診
勘
定
）
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
回
）

　

補
正
額
15
万
８
０
０
０
円
の
減

額
・
予
算
総
額
６
２
５
４
万
３
０

０
０
円

■
平
成
29
年
度
阿
武
町
後
期
高
齢

者
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
回
）

　

補
正
額
７
７
６
万
９
０
０
０
円

の
減
額
・
予
算
総
額
７
４
７
５
万

７
０
０
０
円

■
平
成
29
年
度
阿
武
町
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

回
）

　

補
正
額
４
０
９
４
万
１
０
０
０

円
の
減
額
・
予
算
総
額
６
億
４
６

７
３
万
８
０
０
０
円

■
平
成
29
年
度
阿
武
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

回
）

　

補
正
額
１
５
８
万
４
０
０
０
円

の
増
額
・
予
算
総
額
５
４
４
８
万

３
０
０
０
円

■
平
成
29
年
度
阿
武
町
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
回
）

　

補
正
額
２
０
６
５
万
円
の
増

額
・
予
算
総
額
１
億
３
３
７
万
５

０
０
０
円

新田のお試し住宅

６
つ
の
特
別
会
計
を
補
正
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■
平
成
29
年
度
阿
武
町
漁
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
回
）

　

補
正
額
１
０
０
万
円
の
減
額
・

予
算
総
額
６
０
４
０
万
８
０
０
０

円
　

契
約
締
結
に
つ
い
て
、
次
の
６

件
の
概
要
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
工
事
名
（
請
負
金
額
・

請
負
業
者
名
）

◆
町
道
畠
田
柳
尾
線
野
地
踏
切
拡

幅
工
事
に
伴
う
交
差
点
設
計
業

務（
４
８
６
万
円
・ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

西
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
㈱
）

◆
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金

（
農
業
集
落
排
水
事
業
）木
与
地

区
機
能
強
化
対
策
マ
ン
ホ
ー
ル

改
修
工
事（
５
８
８
６
万
円
・

小
田
建
設
㈱
）

◆
阿
武
町
福
賀
高
齢
者
福
祉
複
合

施
設
新
築
工
事
に
伴
う
工
事
監

理
業
務（
４
５
９
万
円
・
㈱
金

子
信
建
築
事
務
所
）

◆
農
業
生
産
力
等
機
能
強
化
対
策

事
業
奈
古
地
区
地
形
測
量
業
務

（
４
８
６
万
円
・
山
口
県
土
地

改
良
団
体
連
合
会)

◆
単
県
農
山
漁
村
整
備
事
業
間
伐

材
魚
礁
沈
設
工
事（
３
８
８
万

８
０
０
０
円
・
太
陽
技
建
工
業

㈱
）

◆
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ェ
ン
ス
設

置
工
事(

４
９
６
万
８
０
０
０

円
・
小
田
産
業
㈱
）

◆
有
限
会
社
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム

阿
武
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
そ
の
経
営
状
況
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

◆
阿
武
町
土
地
改
良
事
業
補
助
金

交
付
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

総
務
省
か
ら
策
定
を
求
め
ら
れ

て
い
る
同
事
業
の
経
営
戦
略
に
つ

い
て
、
こ
の
度
戦
略
を
策
定
し
報

告
が
さ
れ
ま
し
た
。

◆
図
書
館
等
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
の
答
申
に
つ
い
て

 

図
書
館
等
整
備
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
委
員
会
で
協
議
・
検
討
を

行
い
答
申
書
を
策
定
し
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。

◆
寄
附
を
受
け
た
こ
と
に
つ
い
て

　

１
０
０
万
円
以
上
の
ふ
る
さ
と

寄
附
と
し
て
採
納
し
た
こ
と
を
報

告
し
ま
し
た
。

【
異
動
】●
４
月
１
日
付

町
長
部
局

▼
羽
鳥
純
香
＝
民
生
課
主
幹
〈
民

生
課
長
補
佐
〉

▼
近
藤　

進
＝
民
生
課
長
補
佐

（
兼
）
国
保
係
長
事
務
取
扱
〈
宇

田
郷
支
所
長（
課
長
補
佐
の
職
）

（
兼
）宇
田
郷
支
所
出
納
員（
兼
）

阿
武
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
所

長（
併
）阿
武
町
選
挙
管
理
委
員

会
書
記
〉

▼
水
津
繁
斉
＝
宇
田
郷
支
所
長

（
課
長
補
佐
の
職
）（
兼
）宇
田
郷

支
所
出
納
員（
兼
）阿
武
町
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
所
長（
併
）阿
武

町
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
〈
福

賀
診
療
所
事
務
長
（
課
長
補
佐

の
職
）（
兼
）分
任
出
納
員
〉

▼
大
谷
留
美
子
＝
福
賀
診
療
所
係

長
（
兼
）
分
任
出
納
員〈
出
納
室

出
納
係
長
〉

▼
柴
田
奈
美
＝
出
納
室
出
納
係
長

〈
民
生
課
国
保
係
長
〉

▼
國
吉
洋
佑
＝
施
設
課〈
総
務
課
〉

▼
伊
藤　

功
＝
総
務
課〈
施
設
課
〉

▼
阿
座
上
友
紀
＝
住
民
課
〈
総
務

課
〉

町道畠田柳尾線野地踏切

教
育
委
員
会
部
局

▼
近
藤　

進
＝
宇
田
郷
公
民
館
長 

の
併
任
を
解
く
（
平
成
30
年
３

月
31
日
付
）

▼
水
津
繁
斉
＝（
併
）宇
田
郷
公
民

館
長

【
新
規
採
用
】●
４
月
１
日
付

▼
小
野
京
子
＝
み
ど
り
保
育
園
勤

務（
主
査
）

▼
金
子
里
緒
＝
み
ど
り
保
育
園
勤

務
▼
高
橋
梨
乃
＝
総
務
課
勤
務

町
職
員
の
異
動
等

（
敬
称
略
）

〈　

〉は
旧
職
名
等
、

（
兼
）は
兼
務
、（
併
）は
併
任

新規採用
小野京子

新規採用
金子里緒

新規採用
高橋梨乃

６
件
の
契
約
締
結
の
報
告

打
て
ば
響
く

町長
コラム

若
年
女
性
人
口

　

少
子
化
対
策
を
論
ず
る
と
き
に

よ
く
「
若
年
女
性
人
口
」
と
い
う

言
葉
が
出
て
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
を
出
産
す
る

可
能
性
の
高
い
20
歳
か
ら
39
歳
ま

で
の
女
性
の
こ
と
で
す
が
、
２
０

１
４
年
（
平
成
26
年
）
に
日
本
創

生
会
議
が
発
表
し
た
「
消
滅
可
能

性
都
市
」
の
根
拠
の
１
つ
で
、
こ

の
年
代
の
女
性
が
、
２
０
４
０
年

（
平
成
52
年
）
ま
で
に
半
数
以
下

に
な
る
自
治
体
は
、
い
ず
れ
消
滅

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
も
の

で
す
。（
若
干
の
異
論
あ
り
）

　

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
に

は
、
概
ね
４
つ
＋
α
の
方
法
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。（
こ
れ
も
若
干
の
異

論
あ
り
）

　

１
つ
目
は
、
寿
命
を
延
ば
す
こ

と
。
２
つ
目
は
、
子
ど
も
を
沢
山

産
む
こ
と
。
３
つ
目
は
、
転
出
者

を
減
ら
す
こ
と
。
そ
し
て
、
４
つ

目
は
、
転
入
者
を
増
や
す
こ
と
で

す
。
＋
α
は
、
未
婚
者
を
減
ら
す

こ
と
で
す
。

　

こ
れ
を
し
っ
か
り
考
え
れ
ば
私

た
ち
の
取
り
組
む
べ
き
方
向
性
が

見
え
て
き
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
保
健
福
祉
施
策
を
更

に
充
実
し
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す

こ
と
。
そ
し
て
、
今
、
町
に
お
住

ま
い
の
若
年
女
性
を
如
何
に
町
に

留
め
、
一
方
で
、
他
の
町
か
ら
如

何
に
多
く
の
若
年
女
性
を
含
む
家

族
を
誘
う
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
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問　

全
国
的
に
幹
線
道
路
で

の
事
故
は
減
少
傾
向
で
あ
る

が
、
頻
繁
に
使
用
す
る
生
活

道
路
で
は
事
故
が
目
立
つ
。

町
で
の
道
路
の
定
義
や
規
制

の
範
囲
に
つ
い
て
聞
く
。

町
長　

生
活
道
路
は
「
そ
の

地
域
に
生
活
す
る
人
が
、
住

宅
な
ど
か
ら
主
要
な
道
路
等

に
出
る
ま
で
に
利
用
す
る
道

路
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

解
釈
と
し
て
は
、
住
民
が
利

用
す
る
町
道
、
農
道
等
で
、

日
常
的
に
利
用
し
て
い
る
道

路
と
捉
え
て
い
る
。

　

平
成
21
年
に
交
通
規
則
基

準
の
改
正
が
あ
り
、
速
度
制

限
は
原
則
30
㎞
／
ｈ
と
な
っ

た
。
町
で
は
、
今
現
在
で
、

規
制
対
象
と
な
る
道
路
及

び
、
区
域
の
選
定
は
行
っ
て

い
な
い
。
必
要
で
あ
れ
ば
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。
な

お
、
道
路
で
安
全
面
の
不
安

な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
優
先

順
位
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討

し
、
対
応
し
て
い
く
。

問　

町
独
自
の
消
防
団
協
力

隊
を
発
足
し
た
際
に
、
消
防

庁
へ
の
相
談
、
山
口
県
へ
の

法
的
な
整
合
性
に
つ
い
て
確

認
を
行
っ
た
の
か
。

町
長　

消
防
庁
、
山
口
県
の

い
ず
れ
の
回
答
も
消
防
団
協

力
隊
に
つ
い
て
「
合
法
、
違

法
を
判
断
す
る
立
場
に
な

い
」、「
許
可
す
る
立
場
に
な

い
」
と
の
見
解
で
あ
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
国
や
県
が
判
断

す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
も
各
自
治
体
が
判
断
す

る
も
の
で
あ
る
と
の
理
解
を

し
た
。
阿
武
町
の
取
り
組
み

問　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

合
わ
せ
て
、
お
も
て
な
し
の

で
き
る
、
阿
武
町
の
グ
ロ
ー

バ
ル
※
１
展
開
の
具
体
的
施

策
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
で
は
、
①
Ｓ
Ｎ

Ｓ
※
２
に
よ
る
情
報
の
受
発

信
に
対
応
す
る
た
め
、
道
の

駅
、
役
場
本
庁
舎
、
町
民
セ

ン
タ
ー
等
に
W
I
‐
F
I
※
３

環
境
の
整
備　

②
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
英
語
版
の
作
成

③
役
場
本
庁
の
各
課
の
案
内

看
板
に
英
語
表
記　

④
外
国

語
指
導
助
手
や
み
ど
り
保
育

園
外
国
人
保
育
士
補
助
員
の

雇
用　

⑤
高
校
生
の
海
外
語

学
研
修
、
婦
人
会
の
英
語
教

室
が
あ
る
。

　

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
で
は
、
①
道
の
駅
、
役

場
、
学
校
等
の
公
共
施
設
の

ト
イ
レ
に
使
用
方
法
の
多
言

語
標
記　

②
惣
郷
川
橋
梁
と

鹿
島
を
紹
介
す
る
観
光
看
板

に
英
語
表
記
で
設
置
予
定
を

し
て
い
る
。

　

今
後
、
進
め
て
い
く
施
策

は
、
①
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
に
向
け
て
、
今
後
作
成
す

る
看
板
等
は
極
力
外
国
語
併

記　

②
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

の
復
活
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
般
質
問  

第
1
回
定
例
会  

3
月
14
日

清水教昭  議員

町
長

町
長

　

近
隣
市
町
と
も
連
携
を

し
、
ガ
イ
ド
や
お
も
て
な
し

度
を
磨
き
、
町
全
体
の
底
上

げ
を
図
っ
て
「
開
か
れ
た
町

づ
く
り
」
を
し
て
い
く
。

問　

阿
武
町
が
進
め
る
「
お

も
て
な
し
」
で
、
外
国
語
の

言
葉
が
話
せ
て
聞
け
る
為
に

も
、
外
国
語
関
連
の
書
籍
を

各
公
民
館
に
置
く
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

教
育
長　

奈
古
の
中
央
公
民

館
に
は
、
英
語
関
連
の
蔵
書

が
44
冊
あ
る
が
、
福
賀
と
宇

田
郷
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
に
は

な
い
。
同
じ
本
が
複
数
あ
る

必
要
は
な
い
が
、
各
図
書
コ

ー
ナ
ー
が
連
携
を
し
て
、
定

期
的
に
入
れ
替
え
る
よ
う
な

仕
組
み
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

Q　

阿
武
町
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
は

鹿
島
を
紹
介
す
る
観
光

看
板
に
は
英
語
標
記
も

中
央
公
民
館
の

英
語
関
連
蔵
書

Ａ　

阿
武
町
版
の
、

　
　
　
　
　

開
か
れ
た
町
づ
く
り
へ

Ａ　

国
や
県
は
許
可
す
る
立
場
に

　
　
　
　
　

な
く
各
自
治
体
で
判
断

Q　

消
防
団
協
力
隊
の

　
　
　
　
　
　

法
的
な
整
合
性
は

Ａ　

規
制
・
安
全
面
が
必
要

　
　
　
　
　
　

な
ら
ば
検
討
し
対
応

Q　

生
活
道
路
で
の
定
義
や

　
　
　
　
　
　
　
　

規
制
の
範
囲
は

が
先
行
事
例
と
な
れ
ば
と
考

え
る
。

問　

ガ
ス
中
毒
、
爆
発
、
感

電
等
の
事
故
防
止
が
伴
う
初

期
初
動
対
処
に
つ
い
て
の
訓

練
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

町
長　

こ
の
こ
と
は
大
変
重

要
な
こ
と
で
あ
り
、
次
回
の

講
習
会
で
は
、
萩
市
消
防
の

消
防
士
等
か
ら
、
講
習
を
お

願
い
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
今
ま
で
の
講
習
会
で

は
、
危
険
区
域
へ
は
立
ち
入

ら
な
い
よ
う
に
指
導
し
て
き

た
。

※
１
：
世
界
的
な
規
模
で
あ
る
さ
ま
。 

※
２
：
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
促
進
・
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
会
員
制
サ
ー
ビ
ス
。

※
３
：
無
線
通
信
を
利
用
し
て
デ
ー
タ
の
送
受
信
を
行
う
シ
ス
テ
ム
。

問

問教
育
長

町
長

問問

町
長

問
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現
地
踏
査

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

「
ひ
と
や
す
み
」
に
て

農
業
生
産
力
等
機
能
強
化
対

策
事
業
（
奈
古
地
区
）

問　

高
齢
者
に
と
っ
て
、
福

祉
事
業
は
、
一
番
の
関
心
事

で
あ
り
、
町
に
対
す
る
満
足

度
に
直
接
、
比
例
し
て
い
く

事
業
で
も
あ
る
。
選
ば
れ
る

町
に
向
け
て
、
本
政
策
は
、

若
者
対
策
、
定
住
対
策
と
同

時
進
行
で
行
う
重
要
な
政
策

課
題
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
対

応
し
た
町
の
仕
組
み
構
築
が

必
要
と
思
う
。

①
現
状
と
推
計
の
数
値　

②

介
護
認
定
者
数
及
び
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
状
況　

③
社

会
福
祉
法
改
正
に
よ
る
社
会

的
変
化
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

高
齢
の
方
が
可
能
な

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
作

り
は
、
行
政
の
重
要
課
題
で

あ
る
。

　

①
平
成
30
年
１
月
末
現
在

の
阿
武
町
の
総
人
口
は
、
３

３
９
４
人
。
こ
の
内
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
が
１
６
３
２

人
で
、高
齢
化
率
は
48
．08
％

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
が
、
国
勢

調
査
を
基
に
ま
と
め
た
日
本

の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
で

は
、
阿
武
町
の
人
口
は
、
２

０
４
０
年
に
１
７
０
４
人
と

半
減
し
、
高
齢
化
率
は
、

55
．
89
％
。
２
０
３
０
年
以

降
、
２
０
３
５
年
ま
で
に

は
、
75
歳
以
上
人
口
が
、
生

産
年
齢
人
口
を
上
回
る
予
想

と
な
っ
て
い
る
。

　

働
き
手
の
一
人
が
、
一
人

以
上
の
高
齢
者
を
支
え
る
と

い
う
こ
と
は
危
機
的
な
状
況

と
な
る
た
め
、
い
か
に
高
齢

者
の
方
が
元
気
な
状
態
で
過

ご
し
て
い
た
だ
く
か
が
重
要

と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

能
力
に
応
じ
た
社
会
参
加
や

就
労
、
支
援
の
担
い
手
と
し

て
、
地
域
に
活
躍
の
場
を
つ

く
り
、
自
立
支
援
、
介
護
予

防
、健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど
、

Ａ　

阿
武
町
ら
し
い

　
　
　
　
　

地
域
共
生
社
会
を
構
築

Q　

老
後
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　

諸
問
題
に
つ
い
て

小田高正  議員

問

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
、
自
ら
も
支
え
る

側
に
ま
わ
り
、
健
康
で
生
き

が
い
を
も
っ
て
、
暮
ら
し
て

い
け
る
地
域
づ
く
り
に
一

層
、
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

　

②
介
護
認
定
者
に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
１
月
末
現
在

で
、
３
５
７
人
。
そ
の
内
、

認
知
症
と
さ
れ
る
方
が
２
５

４
人
で
、認
定
率
は
71
．15
％

と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
で
は
、
介
護
型
療
養
施
設

が
療
養
病
床
の
再
編
に
伴

い
、
６
年
後
に
廃
止
さ
れ
る

予
定
で
、
他
の
施
設
や
居
住

系
サ
ー
ビ
ス
等
へ
の
転
換
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
訪
問
介

護
や
通
所
介
護
の
居
住
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
在
宅
生
活
の
維

持
を
可
能
に
す
る
た
め
の
支

援
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。 

　

③
昨
年
５
月
26
日
に
社
会

福
祉
法
が
改
正
さ
れ
、「
我

が
事
、
丸
ご
と
」
の
地
域
福

祉
推
進
の
理
念
が
明
記
さ
れ

た
。
厚
生
労
働
省
で
は
、
個

人
や
家
庭
の
抱
え
る
複
合
的

課
題
な
ど
へ
の
包
括
的
な
支

援
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
制

度
、
分
野
ご
と
の
縦
割
り

や
、「
支
え
手
」、「
受
け
手
」

と
い
う
関
係
を
超
え
て
、
地

域
住
民
や
地
域
の
多
様
な
主

体
が
、
我
が
事
と
し
て
参
画

し
、
人
と
人
、
人
と
資
源
が

世
代
や
分
野
を
超
え
て
、
丸

ご
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ

と
で
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の

暮
ら
し
と
生
き
が
い
、
地
域

を
と
も
に
創
っ
て
い
く
地
域

共
生
社
会
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
受

け
、
本
町
に
お
い
て
も
、
阿

武
町
地
域
福
祉
計
画
を
策
定

し
、
こ
れ
に
沿
い
、
今
後

は
、
阿
武
町
ら
し
い
地
域
共

生
社
会
の
構
築
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

12
月
〜
3
月

阿
武
町
議
会
の
活
動
・
出
席

12
月
20
日　

萩
・
石
見
空
港

利
用
促
進
総
決
起
大
会　

島
根
県

１
月
２
日　

阿
武
町
成
人
式

町
内

１
月
５
日　

山
口
県
知
事
及

び
山
口
県
議
会
議
長
へ
の

新
年
あ
い
さ
つ　

山
口
市

１
月
６
日　

第
13
回
医
療
関

係
団
体
新
年
互
礼
会　

山

口
市

１
月
13
日　

平
成
30
年
阿
武

町
消
防
出
初
式　

町
内

２
月
３
日　

明
日
の
郵
政
事

業
を
考
え
る
会　

萩
市

２
月
６
日　

新
春
懇
話
会　

町
内

２
月
９
日　

福
賀
高
齢
者
福

祉
複
合
施
設
工
事
起
工
式

町
内

２
月
16
日　

平
成
30
年
第
１

回
山
口
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
定
例
会

山
口
市

3
月
14
日

　

阿
武
町
暮
ら
し
支
援
セ
ン

タ
ー
（
旧
奈
古
薬
局
）
、
町

道
路
肩
保
護
工
事
（
宇
田
郷

地
区
・
福
賀
地
区
）
な
ど
5

箇
所
を
調
査
し
ま
し
た
。

町
長

100歳体操の様子

２
月
17
日　

平
成
29
年
度
阿

武
町
栄
光
文
化
賞
及
び
阿

武
町
っ
子
栄
光
賞
授
与
式

町
内

２
月
27
日　

議
会
運
営
委
員

会
３
月
１
日　

山
口
県
立
奈
古

高
等
学
校
平
成
29
年
度
卒

業
証
書
授
与
式
並
び
に
継

承
式　

町
内

３
月
９
日　

阿
武
中
学
校
卒

業
式　

町
内

３
月
20
日　

阿
武
小
学
校
及

び
福
賀
小
学
校
卒
業
式　

町
内
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防
災
無
線
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー

ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
の
一
例

清水教昭  委員長

阿
武
町
報
酬
及
び
費
用
弁

償
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

問　

農
業
委
員
会
委
員
等
の

報
酬
額
の
範
囲
と
、
金
額
の

根
拠
、
業
務
評
価
、
ま
た
町

長
が
別
に
定
め
る
と
の
こ
と

に
つ
い
て
。

答　

基
準
報
酬
は
変
わ
ら

ず
、
実
績
に
応
じ
て
上
乗
せ

さ
れ
、
最
大
で
条
例
の
金
額

に
な
る
。
評
価
は
、
町
が
日

誌
を
も
と
に
県
に
報
告
、
認

め
ら
れ
る
と
支
払
わ
れ
る
。

原
資
は
国
の
交
付
金
１
０

０
％
。
町
長
が
別
に
定
め
る

と
は
、
県
に
申
請
を
す
る

時
、
ま
ず
は
町
長
が
認
め
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

阿
武
町
定
住
促
進
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　

住
宅
取
得
補
助
金
、
空

き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の

上
げ
幅
が
１
．５
倍
に
な
っ

て
い
る
根
拠
は
。
ま
た
、
使

え
な
い
空
き
家
は
売
る
に
売

れ
な
い
が
、
補
助
な
ど
が
で

き
な
い
か
。

答　

県
内
の
他
市
な
ど
の
先

行
事
例
に
よ
り
策
定
し
、
イ

ン
パ
ク
ト
の
あ
る
内
容
に
し

た
。

　

こ
の
制
度
は
Ｉ
タ
ー
ン
者

に
と
っ
て
は
奨
励
金
な
ど
と

合
わ
せ
る
と
、
分
譲
宅
地
の

購
入
費
程
度
と
な
る
よ
う
に

し
て
い
る
。
販
売
価
格
は
町

全
体
の
地
価
が
下
が
る
こ
と

に
つ
な
が
る
の
で
、
下
げ
な

い
よ
う
に
配
慮
す
る
。

　

使
え
な
い
空
き
家
は
、
法

律
で
は
代
執
行
も
可
能
で
は

あ
る
が
、
そ
れ
を
行
う
自
治

体
も
少
な
い
。
解
体
し
て

売
っ
て
も
、
購
入
し
て
解
体

し
て
も
合
わ
な
い
の
で
、
売

る
に
売
れ
な
い
状
況
で
あ

る
。も
う
少
し
研
究
し
た
い
。

阿
武
町
移
住
体
験
滞
在
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

問　

移
住
体
験
滞
在
施
設
の

家
賃
を
２
万
円
と
し
た
設
定

の
経
緯
に
つ
い
て
。

答　

下
東
郷
住
宅
の
家
賃
が

２
万
円
で
、
公
営
住
宅
も
２

万
円
の
所
が
あ
る
。
利
用
し

や
す
い
家
賃
と
い
う
こ
と

で
、
こ
れ
に
合
わ
せ
た
。
ま

た
、
４
分
の
１
ワ
ー
ク
ス
の

滞
在
者
利
用
を
３
名
程
度
と

し
て
い
る
。

平
成
29
年
度
阿
武
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
回
）

問　

ふ
る
さ
と
振
興
基
金
の

平
成
29
年
度
の
実
績
と
使
途

の
指
定
、
今
後
の
使
途
計
画

に
つ
い
て
、
ま
た
、
返
礼
品

目
数
と
、
お
礼
状
の
出
状
状

況
は
。

答　

平
成
29
年
度
は
１
月
か

ら
12
月
ま
で
で
、
約
１
３
５

４
万
円
で
あ
る
。
指
定
項
目

は
、
①
ふ
る
さ
と
の
自
然
、

景
観
の
保
全
活
動　

②
公
民

館
、
保
育
園
、
小
中
学
校
の

図
書
購
入　

③
伝
統
文
化
の

保
存
、
継
承　

④
集
落
彩
生

事
業
補
助
金
が
あ
る
が
、
一

任
と
い
う
方
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
っ
た
。

　

使
用
実
績
は
平
成
26
年
度

に
、
ふ
る
さ
と
昔
話
の
改
訂

製
本
の
一
部
に
使
用
し
た
。

平
成
30
年
度
計
画
で
は
、
福

賀
神
楽
舞
の
背
景
幕
用
で
計

上
し
て
い
る
。

　

返
礼
品
は
30
品
目
ぐ
ら
い

あ
る
。
お
礼
状
は
関
係
人
口

を
増
や
し
て
い
く
上
で
、
大

切
で
あ
り
、
こ
ち
ら
の
思
い

が
伝
わ
る
よ
う
に
、
取
り
組

ん
で
い
る
。

平
成
30
年
度
阿
武
町
一
般

会
計
予
算

問　

防
犯
外
灯
新
設
等
工
事

で
防
犯
灯
の
設
置
箇
所
と
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
（
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド
）
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答　

５
基
の
設
置
を
見
込
み

費
用
計
上
を
し
て
い
る
。
自

治
体
の
管
理
で
３
１
６
基
の

内
２
４
３
基
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
は
77
％
。
町
の

管
理
は
１
１
８
基
で
40
基
が

Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
は

34
％
の
状
況
で
あ
る
。
太
陽

問答問

問 答

問答

答 答問

行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
報
告

3
月
16
日
開
催

光
発
電
タ
イ
プ
も
、
今
後
の

検
討
課
題
と
し
て
い
る
。

問　

車
両
に
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
を
設
置
す
る
経
緯

に
つ
い
て
。

答　

公
用
車
で
あ
る
の
で
、

万
が
一
に
事
故
が
発
生
を
し

て
も
映
像
証
拠
を
残
す
こ
と

で
、
正
確
な
事
実
確
認
が
で

き
る
。
機
材
を
車
の
前
後
に

設
置
し
て
、
あ
お
り
運
転
の

事
故
を
未
然
に
防
げ
、
ま
た

職
員
の
安
全
運
転
に
も
つ
な

が
る
。
作
業
車
を
除
き
、
一

般
車
両
に
設
置
す
る
。

問　

防
災
行
政
無
線
屋
外
拡

張
装
置
増
設
工
事
を
継
続
的

に
実
施
し
て
い
く
計
画
に
つ

い
て
。

答　

防
災
無
線
の
屋
外
ス
ピ

カ
ー
を
、
町
民
に
全
て
聞
こ

え
る
よ
う
に
す
る
に
は
物
理

的
に
も
経
済
的
に
も
無
理
で

あ
る
。
千
年
単
位
の
可
能
性

で
来
る
、
３
．５
ｍ
の
高
さ

の
日
本
海
津
波
が
来
る
所
に

は
必
要
に
な
る
。

　

そ
う
し
た
時
に
網
を
繕
っ

た
り
、
そ
こ
で
海
の
仕
事
を

さ
れ
た
り
す
る
方
が
お
ら
れ

た
ら
、
そ
の
人
達
に
避
難
を

し
て
頂
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
土
・
筒
尾
・
宇
久
・
尾

無
・
惣
郷
川
尻
の
５
ヶ
所
が

喫
緊
の
課
題
と
な
る
。

問　

萩
市
立
図
書
館
図
書
貸

出
協
力
金
の
算
定
基
準
は
。

答　

平
成
28
年
度
の
実
績
に

基
づ
い
て
、
人
件
費
を
含
む

萩
市
図
書
館
の
運
営
費
を

ベ
ー
ス
と
し
て
、
阿
武
町
民

へ
の
図
書
の
貸
出
し
率
を
乗

じ
た
も
の
で
、
双
方
協
議
に

よ
り
決
定
さ
れ
る
。

平
成
30
年
度
阿
武
町
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

問　

老
朽
管
取
り
換
え
工
事

は
、
年
次
計
画
の
中
で
ど
の

よ
う
に
さ
れ
て
い
く
予
定

か
。

答　

現
在
、
約
２
１
８
０
ｍ

の
老
朽
管
が
あ
り
、
こ
れ
を

随
時
や
っ
て
い
く
予
定
。
ま

た
、
直
し
て
い
く
段
階
で
、

新
た
に
発
生
し
た
と
こ
ろ
も

都
度
実
施
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

問答

答 問 答 問

問答
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異
業
種
や
地
域
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

積
極
的
に
構
築
し
、

新
た
な
視
点
で
６
次

産
業
化
に
取
り
組

み
、
地
域
を
活
性
化

し
て
い
る
事
業
者
を

表
彰
す
る
も
の
で
、

全
国
か
ら
応
募
さ
れ

た
86
事
例
か
ら
、
奨

励
賞
（
農
福
連
携
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
に
際
し
て
野
稲
忠
男
理
事
長
は
「
自
分

た
ち
が
や
っ
て
い
る
こ
と
が
、
世
間
に
認
め
ら

れ
始
め
た
。
利
用
者
本
人
に
は
も
ち
ろ
ん
、
親

御
さ
ん
、
地
域
の
人
に
も
喜
ば
れ
、
ひ
い
て
は

人
口
増
加
で
町
に
も
喜
ば
れ
る
。
余
っ
た
農
地

で
良
い
も
の
を
作
っ
て
喜
ん
で
食
べ
て
い
た
だ

け
る
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
賞
に
繋
が
っ
た
こ

と
は
あ
り
が
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
渡
邉
施
設
長
は
「
お
金
を
出
し
て
買
う
限
り
は
１

円
で
あ
っ
て
も
商
品
で
、
仕
方
な
い
と
い
う
商
品
は
無
い
。

ホ
ン
モ
ノ
を
ホ
ン
モ
ノ
と
し
て
受
け
止
め
て
も
ら
え
る
社
会

づ
く
り
が
本
来
の
あ
り
方
で
、
そ
れ
が
初
め
て
平
等
に
繋
が

る
は
ず
。〝
き
ち
ん
と
し
た
こ
と
を
出
来
る
〞
と
い
う
こ
と

を
証
明
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
展
望
と
し
て
野
稲
理
事
は

「
よ
り
安
定
的
な
生
産
・
製
造
量
の

増
加
に
よ
り
、
収
入
を
増
や
し
利
用

者
に
出
来
る
だ
け
、
よ
り
多
く
還
元

し
て
い
く
こ
と
が
当
面
の
課
題
。
現

時
点
で
も
出
来
て
き
て
い
る
が
、
働

い
た
分
だ
け
対
価
を
手
に
で
き
る
と

い
う
仕
組
み
を
よ
り
実
現
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

社会福祉法人E.G.Fが
６次産業化アワード優良事例表彰

受賞を報告する野稲理事長（中）
と渡邉施設長（右）

受賞を報告する野稲理事長（中）
と渡邉施設長（右）

賞状を手に記念に一枚賞状を手に記念に一枚

　

阿
武
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
の
田

原　

肇
さ
ん
（
75
歳
・
新
生
）
が
山
口
県

町
村
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
に
よ
る
選

挙
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
山
口
県
内
の
町
選
挙
管
理
委
員

会
の
委
員
長
ま
た
は
委
員
と
し
て
10
年
以

上
在
職
し
、
多
年
会
務
に
精
励
し
功
労
が

あ
っ
た
方
へ
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
今
回
の

表
彰
は
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　

表
彰
に
際
し
て
田
原
さ
ん
は
「
明
る
く
、
綺
麗
な
選
挙
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

選
挙
事
務
に
お
い
て

は
間
違
い
が
な
く
、

か
つ
効
率
的
に
遂
行

さ
れ
る
よ
う
心
掛
け

て
き
ま
し
た
。
い
か

に
正
確
に
、
早
く
進

め
る
こ
と
が
出
来
る

か
は
あ
る
意
味
永
遠

の
課
題
で
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も

精
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

田原 肇選挙管理委員会委員長が
山口県町村選挙管理委員会
連合会選挙功労者表彰

受賞された田原さん受賞された田原さん賞状賞状

　

日
本
農
業
の
確
立
を
め
ざ
し
、
意
欲
的
に
経
営
や
技
術
の

改
善
に
取
組
み
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
個
人
・
組

織
を
表
彰
す
る
日
本
農
業
賞
。
①
栽
培
条
件
が
厳
し
い
中
山

間
地
域
に
お
い
て
、
非
常
に
高
い
生
産
性
を
実
現
す
る
生
産

体
制
を
構
築
し
た
こ
と
②
集
落
内
の
環
境
点
検
や
大
学
生
等

の
幅
広
い
組
織
と
の
交
流
な
ど
地
域
づ
く
り
活
動
が
進
ん
で

い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、（
農
）う
も
れ
木
の
郷
が
集
団
組
織

の
部
で
全
国
5
位
と
な
る
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
に
際
し
て
代
表
理
事
の
田
中
敏
雄
さ
ん
は
「
山
口
県

第
1
号
の
特
定
農
業
法
人
を
設
立
し
て
早
20
年
。
組
合
員
一

丸
と
な
っ
て
良
い
品
質
で
安
定
し
た
数
量
確
保
に
取
り
組
ん

だ
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。
ま
た
、
大
学
生
や
量
販
店
と
の
交

流
な
ど
の
地
域
の
開
放
、
多
方
面
で
の
女
性
の
活
躍
も
光
っ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
若
い
就
農
者
も
呼
び
込
み
つ
つ
、

今
い
る
組
合
員
も
自
分
た
ち
に
出
来
る
こ
と
を
協
力
し
な
が

ら
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

農事組合法人うもれ木の郷が
日本農業賞の優秀賞
（全国表彰）を受賞

トロフィーと賞状を手に報告トロフィーと賞状を手に報告
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も
と
も
と
は
金
社
に
伝
わ
る
も

の
で
、
旧
福
賀
中
学
校
の
学
習
活

動
の
一
環
と
し
て
演
じ
ら
れ
て
い

た
神
楽
舞
。
統
合
に
よ
り
一
時
途

絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
阿
武
町
農

村
青
年
協
議
会
の
有
志
に
よ
り
復

活
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
演
目
の

お
披
露
目
と
映
像
の
永
久
保
存
を

目
的
と
し
た
『
阿
武
町
神
楽
フ
ェ

ス
タ
・
福
賀
神
楽
舞
復
活
演
舞

会
』
が
3
月
25
日
に
町
民
セ
ン

タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

お
よ
そ
１
５
０
人
が
演
舞
を
鑑
賞

し
ま
し
た
。

　

第
1
部
は
福
田
八
幡
宮
の
例
祭

で
復
活
し
た
〝
鍾
馗
（
し
ょ
う

き
）〞。
華
麗
に
舞
う
須
佐
之
男
命

と
激
し
く
舞
い
狂
う
疫
鬼
。
両
者

の
対
決
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。

　

そ
し
て
、
今
回
復
活
し
た
須
佐

之
男
命
の
大
蛇
退
治
伝
説
で
あ
る

〝
大
蛇（
お
ろ
ち
）〞。
須
佐
之
男

命
の
舞
い
は
も
ち
ろ
ん
、
3
頭
の

大
蛇
が
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
舞
う
様

子
に
観
客
は
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

神
楽
舞
を
披
露
し
た
阿
武
町
農

村
青
年
協
議
会
の
木
村　

喬
会
長

は
「
こ
の
よ
う
な
大
き
な
舞
台
で

披
露
さ
せ
て
い
た
だ
き
と
て
も
緊

張
し
ま
し
た
。
中
学
校
統
合
か
ら

一
時
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
手

探
り
で
始
め
て
な
ん
と
か
形
に
は

で
き
ま
し
た
。
今
回
は
保
存
用
の

映
像
も
撮
っ
て
い
た
だ

い
た
の
で
、
次
世
代
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

出
来
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
今
後
も

秋
の
例
祭
で
は
毎
年
披

露
し
た
い
で
す
し
、
よ

り
一
層
の
技
術
の
向
上

と
新
た
な
演
目
へ
の
挑

戦
も
考
え
て
い
き
た
い

で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
復
活
を

願
っ
て
い
た
地
域
の
方
々
か
ら
、

存
続
に
向
け
多
く
の
寄
付
等
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。「
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
か
ら

の
ご
厚
意
に
報
え
る
よ
う
こ
れ
か

ら
も
精
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
」
と
木
村
会
長
は

話
し
て
い
ま
す
。　

疫鬼を討ち取る須佐之男命

お酒を前にとぐろを巻く大蛇もがき苦しむ疫鬼

軽快かつ重厚なお囃子

福
賀
の
大
蛇
３
頭　

舞
い
戻
る
！！

　

農
村
青
年
協
議
会
が
神
楽
を
本
格
復
活

３
月
25
日

最後の大蛇と対する須佐之男命最後の大蛇と対する須佐之男命

す　
　

さ　

の　

お
の
み
こ
と

え
き　

き

た
か
し
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阿
武
町
立
小
・
中
学
校
教
職
員

着
任
式
が
４
月
２
日
、
町
民
セ
ン

タ
ー
の
農
事
研
修
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

新
し
い
先
生
方
７
人
を
紹
介
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※

臨
時
の
先
生
を
含
む

①
出
身
地
（
市
町
）

②
趣
味
・
特
技
な
ど

③
学
校
の
印
象
、
今
後
の
抱
負
、

　

自
己
紹
介
な
ど

【
阿
武
小
学
校
】

▼
教
諭　

石
川
達
也（
重
安
小
）

【
福
賀
小
学
校
】

▼
校
長　

久
賀　

武（
退
職
）

▼
教
諭　

田
中
出
穂（
育
英
小
）

【
阿
武
中
学
校
】

▼
教
諭　

岡
本　

尚（
大
井
中
）

▼
教
諭　

堀
田
絵
美
香

　
　
　
　
（
萩
総
合
支
援
学
校
）

新しい先生新しい先生７人に人に

聞きました聞きました

新しい先生新しい先生７人に人に

聞きました聞きました

新しい先生７人に

聞きました

町
内
小
・
中
学
校

教
職
員
の

　
　
　

転
出
な
ど

山
根　

美
咲

　

福
賀
小
教
諭

①
萩
市

②
サ
ッ
カ
ー
、

お
笑
い
鑑
賞
③
美
し
い
自
然
に
囲

ま
れ
た
阿
武
町
で
の
生
活
に
、
と

て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
や
地
域
の
方
々
と
関
わ

り
合
い
な
が
ら
共
に
学
び
、
成
長

し
て
い
き
た
い
で
す
。

や
ま　

ね　
　
　
　
　

み　

さ
き

清
水　

学

　

福
賀
小
教
諭

①
広
島
市

②
イ
ラ
ス
ト

③
阿
武
町
に
再
び
勤
務
す
る
こ
と

に
な
り
、
懐
か
し
さ
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
家
族
の
よ
う
な
学
級
が
私

の
理
想
で
す
。
福
賀
小
の
子
ど
も

た
ち
に
早
く
解
け
こ
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

し　

み
ず　
　
　

ま
な
ぶ

小
嶋　

剛
士

　

阿
武
小
教
諭

①
下
関
市

②
ス
ポ
ー
ツ

③
自
然
が
豊
か
な
阿
武
町
で
、
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
勉
強
が
出
来

る
こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
体
を
動
か
す
こ
と
が
得

意
な
の
で
、
学
び
も
遊
び
も
全
力

で
頑
張
り
ま
す
。

こ　

じ
ま　
　
　
　

つ
よ　

し

福
井　

章
夫

　

福
賀
小
校
長

①
岩
国
市
②
温

泉
巡
り
、
ど
こ

で
も
寝
ら
れ
る
③
阿
武
町
は
初
め

て
で
す
が
、
心
優
し
い
福
賀
の

方
々
や
職
員
に
接
し
、
保
護
者
や

地
域
と
共
に
「
チ
ー
ム
福
賀
」
で

子
ど
も
を
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
来
校
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ふ
く　

い　
　
　
　
　
あ
き　

お

田
原　

慎
也

　

阿
武
小
教
諭

①
萩
市

②
サ
ッ
カ
ー

③
子
ど
も
も
校
舎
も
、
自
分
の

通
っ
て
い
た
学
校
よ
り
も
明
る
い

と
思
い
ま
し
た
。
子
ど
も
や
地
域

の
方
々
に
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

た　

は
ら　
　
　
　

し
ん　

や

水
津　

初
美

　

阿
武
中
教
諭

①
阿
武
町
奈
古

②
染
織

③
阿
武
中
は
奈
古
、
宇
田
郷
、
福

賀
の
地
域
の
生
徒
が
１
つ
の
校
舎

で
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地

域
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
美
術
を

通
し
て
阿
武
町
に
つ
い
て
み
ん
な

と
考
え
て
み
た
い
で
す
。

す
い　

づ　
　
　
　

は
つ　

み

有
田　

尚
司

　

阿
武
中
教
諭

①
萩
市
②
読
書

（
図
書
館
通
い
）

③
遠
い
昔
、
臨
時
採
用
で
奈
古
小

学
校
に
１
年
間
お
世
話
に
な
っ
て

以
来
の
阿
武
町
勤
務
で
す
。
今
ま

で
積
み
重
ね
て
き
た
経
験
を
活
か

し
な
が
ら
初
心
を
忘
れ
ず
に
頑
張

り
ま
す
。

あ
り　

た　
　
　
　

ひ
さ　

し

ささわわややかかなな春春
のの香香りりがが広広ががるる新新学学期期さわやかな春
の香りが広がる新学期

善積　祥子
事務主事

よし　づみ　　　　さち　 こ

小西　啓二
事務長

こ　　にし　　　　けい　 じ

村岡有希子
家庭
（新任）

むら　おか　 あ　　き　　こ

佐川　直紀
地理・歴史・公民
（厚狭高等学校 定時制）

　さ　がわ　　　　なお　 き

野村　泰彦
数学

の　 むら　　　　やす　ひこ

河村　志郎
校長

かわ　むら　　　　し　 ろう

　平成30年度の人事異動で、新しく6人の教職
員が着任しました。 ※（　）は旧勤務校等

萩高校奈古分校の新しい先生紹介

（
敬
称
略
）

（　

）は
新
勤
務
校
等

阿武町消防団　４月３日に役場で消防団辞令
交付式が行われました。（敬称略）【旧職】

消防団幹部の異動

昇
格

本
部　

　

●
副
団
長　

末
若
勝
次（
西
の
一
）【
本
部
長
】

　

●
副
団
長　

植
田
寿
美（
上
東
郷
）【
福
賀
分
団
長
】

　

●
本
部
長　

後
根　

浩（
西
の
二
）【
奈
古
第
1
分
団
長
】

奈
古
第
1
分
団

　

●
分
団
長　

小
野
泰
弘（
上
郷
）【
部
長
】

奈
古
第
3
分
団

　

●
副
分
団
長　

赤
木　

勇（
木
与
）【
班
長
】

福
賀
分
団

　

●
分
団
長　

常
永
康
富（
新
生
）【
副
分
団
長
】

　

●
副
分
団
長　

市
原　

旭（
下
東
郷
）【
班
長
】

退
団　

　

●
木
村　

誠（
久
瀬
原
）【
副
団
長
】

　

●
伊
藤
喜
一（
寺
東
）【
副
団
長
】

　

●
小
田
景
造（
宇
久
）【
奈
古
第
３
分
団
副
分
団
長
】
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Q
．
福
賀
の
農
業
振
興
に
つ
い

て
、
町
は
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
っ
て
い
る
の
か
。

A
．
第
６
次
総
合
計
画
を
推
進
、

特
に
担
い
手
対
策
に
注
力
。（
経
済

課
長
）

　

農
業
に
限
ら
ず
、
も
っ
と
現
場

に
出
か
け
て
、
話
を
す
る
よ
う
に

地
域
の
方
々
と
い
ろ
ん
な
話
を
し

て
い
く
、
そ
う
い
う
指
導
を
し
て

い
き
た
い
。（
町
長
）

Q
．
総
合
戦
略
を
現
実
化
し
よ
う

と
思
え
ば
、
実
行
プ
ラ
ン
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
宇
生

賀
の
中
で
計
画
を
作
る
必
要
性
を

感
じ
て
お
り
、
旗
振
り
を
お
願
い

し
た
い
。

A
．
地
域
の
声
を
反
映
さ
せ
た
夢

プ
ラ
ン
の
推
進
や
地
域
公
共
交
通

の
実
現
を
目
指
す
。（
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
）

　

宇
生
賀
は
数
年
に
一
回
集
落
点

検
を
し
て
い
る
。
自
治
会
を
作
る

と
き
に
集
落
点
検
も
し
た
と
記
憶

し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
繰
り
返
し

行
う
こ
と
で
、
き
ち
ん
と
20
年
後

を
認
識
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

（
町
長
）

Q
．
タ
ク
シ
ー
券
が
あ
る
が
実
質

使
わ
れ
る
の
は
奈
古
だ
け
に
な
っ

て
い
る
。
福
賀
地
区
の
人
も
、
萩

市
を
含
め
全
体
で
使
え
る
よ
う
な

制
度
に
な
れ
ば
。

A
．
検
討
し
て
行
く
が
、
平
成
30

年
度
か
ら
と
い
う
の
は
難
し
い
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
は
単
独
町
費
で
あ

り
、
全
体
の
予
算
と
の
兼
ね
合
い

を
見
て
、
や
っ
て
行
く
。
平
成
31

年
度
以
降
で
考
え
さ
せ
て
も
ら
え

た
ら
。（
民
生
課
長
）

Q
．
む
つ
み
演
習
場
の
ミ
サ
イ
ル

基
地
計
画
に
つ
い
て
、
情
報
が
あ

れ
ば
、
地
元
に
お
ろ
し
て
ほ
し

い
。

A
．
国
か
ら
直
接
の
話
を
聞
い
て

は
い
な
い
。
候
補
地
に
な
る
の
な

ら
、
行
政
や
住
民
に
対
し
て
当
然

説
明
が
あ
る
べ
き
。（
町
長
）

Q
．
県
道
３
１
６
号
線
（
宇
生
賀

〜
才
の
神
）
道
路
整
備
の
進
捗
状

況
は
。

A
．
３
月
末
に
開
通
す
る
益
田
阿

武
線
が
、
阿
武
町
の
最
大
の
県
へ

の
要
望
事
項
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
最
重
要
路
線
と
し
て
３
１
６

号
線
を
要
望
す
る
よ
う
に
し
、
町

と
し
て
は
一
番
に
力
を
入
れ
て
い

く
。（
町
長
）

Q
．
神
楽
舞
な
ど
、
地
域
で
守
っ

て
き
た
も
の
を
阿
武
中
学
校
で
残

す
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

A
．
阿
武
中
学
校
だ
け
で
や
る
の

は
難
し
い
。
今
か
ら
も
し
可
能
な

ら
、
現
状
の
復
活
し
た
形
の
中

で
、
福
賀
の
子
ど
も
た
ち
を
巻
き

込
ん
だ
形
で
や
っ
て
い
く
こ
と
が

で
き
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る
。

（
教
育
長
）

Q
．
家
屋
の
近
く
ま
で
竹
が
繁
茂

し
て
い
る
の
で
、
伐
採
で
き
な
い

か
。
黒
川
は
実
施
済
み
で
、
伊
豆

は
申
請
中
、
三
和
と
上
万
で
両
方

ま
と
め
て
で
き
な
い
か
。

A
．
山
口
森
林
作
り
県
民
税
（
住

民
税
納
税
者
１
人
当
た
り
５
０
０

円
／
年
）
を
財
源
と
し
た
事
業
。

条
件
と
し
て
１
年
目
に
竹
を
全

伐
、
２
・
３
年
目
に　

県
が
タ
ケ

ノ
コ
伐
採
、
４
年
目
以
降
は
地
元

が
伐
採
す
る
こ
と
。
こ
れ
を
守
っ

て
も
ら
え
な
い
と
、
事
業
実
施
は

で
き
な
い
。
ま
た
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
、
毎
年
阿
武
町
に
割
り
当

て
が
く
る
わ
け
で
は
な
い
。（
経
済

課
長
）

Q
．
道
路
に
は
み
出
て
い
る
竹
や

木
の
撤
去
と
、
町
道
法
面
の
管
理

は
。

A
．
町
道
の
関
係
は
、
除
雪
に
支

障
に
な
り
そ
う
な
木
に
つ
い
て
は

切
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

自
治
会
が
行
う
道
路
愛
護
作
業

や
町
が
業
者
に
依
頼
す
る
草
刈
り

で
対
応
し
て
い
る
の
が
現
状
。（
施

設
課
長
）

Q
．
古
紙
・
古
布
等
の
ゴ
ミ
出
し

場
所
を
各
班
内
に
設
け
て
欲
し
い
。

A
．
古
紙
・
古
布
回
収
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
以
上
増
や
す
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。
一
般
ご
み
に
つ
い

て
は
新
年
度
で
ゴ
ミ
出
し
の
実
態

調
査
を
行
う
予
定
。（
民
生
課
長
）

Q
．
除
雪
支
援
活
動
に
伴
う
集
落

彩
生
交
付
金
の
対
象
者
範
囲
の
拡

大
と
、
交
付
額
の
見
直
し
を
。

A
．
町
は
、
15
㎝
で
除
雪
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
10
㎝
で

も
、
今
後
降
る
見
込
で
あ
れ
ば
先

に
や
る
。（
施
設
課
長
）

　

交
付
金
の
条
件
に
つ
い
て
は
少

し
考
え
て
検
討
し
た
い
。（
総
務
課

主
幹
）

Q
．
ス
ズ
メ
バ
チ
が
ど
う
し
て
も

捕
れ
な
い
。
業
者
に
頼
ん
だ
ら
３

万
も
４
万
も
か
か
る
。
支
所
で
何

か
道
具
を
準
備
で
き
な
い
か
。

A
．
他
町
村
の
状
況
を
見
な
が

ら
、
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。（
民
生
課
長
）

Q
．
上
万
の
サ
イ
レ
ン
が
風
向
き

に
よ
っ
て
は
、
伊
豆
や
黒
川
は
聞

こ
え
に
く
い
。
移
設
も
検
討
で
き

な
い
か
。

A
．
津
波
が
来
る
浸
水
区
域
に

な
っ
て
い
て
、
ま
だ
サ
イ
レ
ン
が

な
い
場
所
は
、
来
年
度
尾
無
で
１

箇
所
設
置
す
る
。
ス
ピ
ー
カ
ー
も

い
ろ
い
ろ
種
類
が
あ
る
か
ら
、
研

究
し
て
、
対
応
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
。
移
設
と
な
る
と
建
て
る
く

ら
い
費
用
（
お
よ
そ
６
０
０
万

円
）
が
か
か
る
。（
町
長
）

3月10日
宇生賀中央自治会
3月10日
宇生賀中央自治会

（上万公民分館）（上万公民分館）

まちづくり懇談会
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Q
．
子
ど
も
の
た
め
に
頑
張
っ
て

働
い
て
も
、
稼
い
だ
分
、
収
入
超

過
者
調
整
金
を
取
ら
れ
、
20
〜
40

代
の
世
帯
が
引
っ
越
し
て
い
る
。

A
．
民
間
の
よ
う
に
築
年
数
な
ど

建
物
に
合
っ
た
家
賃
設
定
が
理
想

だ
が
、
補
助
が
つ
く
公
営
住
宅
法

に
基
づ
い
て
建
て
た
も
の
を
、
法

に
背
い
て
家
賃
を
決
め
る
の
は
難

し
い
。（
町
長
）

Q
．
草
刈
り
作
業
が
大
変
だ
が
、

町
の
ダ
ン
プ
を
貸
し
て
も
ら
っ
て

お
り
、
こ
れ
が
大
変
有
り
難
い
。

今
後
も
借
り
た
い
が
可
能
か
。

A
．
ダ
ン
プ
は
空
い
て
い
れ
ば
貸

出
の
継
続
は
可
能
。（
施
設
課
長
）

Q
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
の
路

線
を
水
ヶ
迫
団
地
内
に
も
入
れ
て

ほ
し
い
。
何
人
が
必
要
か
わ
か
ら

な
い
が
、
声
は
あ
る
。

A
．
路
線
を
回
す
の
は
い
い
が
、

ふ
た
を
あ
け
れ
ば
利
用
が
な
い
で

は
困
る
。
ま
た
、
地
域
公
共
交
通

会
議
に
か
け
な
い
と
い
け
な
い
の

で
、
今
一
度
本
当
に
必
要
か
住
民

の
声
を
確
認
し
て
ほ
し
い
。（
町
長
）

Q
．
棟
の
取
り
壊
し
や
、
二
班
近

く
で
の
工
事
を
し
て
い
る
こ
と

等
、
自
治
会
に
連
絡
が
な
い
。

A
．
二
班
近
く
の
工
事
は
防
水

シ
ー
ト
が
強
風
で
飛
ん
だ
た
め
工

事
を
し
て
い
る
。
棟
の
取
り
壊
し

は
行
う
前
に
自
治
会
長
へ
説
明
す

る
。
工
事
業
者
に
も
自
治
会
長
へ

の
あ
い
さ
つ
を
再
度
指
導
す
る
。

（
施
設
課
長
）

Q
．
線
の
引
か
れ
て
い
る
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
30
台
で
一
世
帯
に
つ
き

一
台
。
今
は
共
働
き
が
多
く
一
家

で
2
台
が
多
い
。
ま
た
色
ん
な
方

に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
来
客
用

ス
ペ
ー
ス
も
あ
れ
ば
。

A
．
来
客
用
ス
ペ
ー
ス
は
難
し

い
。
今
頃
は
夫
婦
で
２
台
は
普
通

だ
と
思
う
の
で
検
討
し
、
案
が
で

き
た
ら
報
告
し
た
い
。（
施
設
課
長
）

Q
．
以
前
、
車
や
外
壁
に
イ
タ
ズ

ラ
が
あ
っ
た
。
１
世
帯
の
み
で
は

あ
っ
た
が
、
被
害
が
拡
大
す
る
こ

と
や
女
性
・
子
ど
も
も
い
る
た

め
、
安
心
で
き
る
防
犯
対
策
を
。

A
．
防
犯
カ
メ
ラ
が
抑
止
力
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
、
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
や
道
の
駅
な
ど
公

共
施
設
に
は
必
要
性
を
感
じ
る
。

集
落
の
道
に
何
箇
所
か
と
い
う
考

え
も
あ
る
が
、
逆
に
地
域
の
方
か

ら
拒
絶
反
応
も
あ
る
の
で
は
。（
町

長
）

Q
．
美
里
分
譲
宅
地
で
住
所
を
移

さ
ず
別
荘
と
し
て
利
用
し
て
い
る

人
が
い
る
。
地
域
活
動
に
全
く
参

加
せ
ず
、
自
治
会
に
も
未
加
入
。

一
方
で
は
、
ゴ
ミ
出
し
な
ど
自
治

会
施
設
を
利
用
し
て
い
る
。
周
り

に
示
し
が
つ
か
な
い
。

A
．
口
頭
で
確
認
し
て
い
る
が
、

契
約
書
上
の
問
題
も
あ
る
た
め
法

律
の
専
門
家
に
相
談
し
強
く
指
導

し
て
い
く
。（
施
設
課
長
）

　

耐
用
年
数
の
ピ
ー
ク
を
分
散
し

な
が
ら
財
政
運
営（
改
修
）を
行

う
。（
町
長
）

Q
．
最
初
に
分
譲
し
た
地
区
の
電

柱
が
家
の
後
ろ
の
た
め
、
街
灯
が

設
置
で
き
ず
真
っ
暗
。

A
．
街
灯
は
自
治
会
で
つ
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
上
限
10
万
と

し
て
３
分
の
２
の
補
助
金
（
集
落

彩
生
交
付
金
）
の
活
用
を
。（
町

長
）

Q
．
美
咲
の
花
壇
付
近
の
交
差
点

に
一
時
停
止
の
標
識
を
設
置
し
て

も
ら
え
な
い
の
か
。

A
．
公
安
委
員
会
の
管
轄
で
、
全

体
的
に
一
旦
停
止
表
示
は
減
ら
す

傾
向
。
簡
易
的
な
注
意
看
板
は
早

急
に
設
置
す
る
。（
施
設
課
長
）

Q
．
萩
市
で
病
児
保
育
の
検
討
を

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
阿
武

町
で
は
ど
う
か
。

A
．
平
成
30
年
度
の
県
の
施
策

で
、
居
住
地
に
限
ら
ず
利
用
を
可

能
と
し
、
県
内
市
町
の
協
定
締
結

に
向
け
て
取
り
組
み
つ
つ
あ
る
。

萩
市
の
中
で
も
施
設
拡
充
を
検
討

し
、13
市
町
33
施
設
と
な
る
た
め
、

協
定
締
結
ま
で
し
ば
ら
く
待
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。（
民
生
課
長
）

Q
．
岡
田
橋
団
地
か
ら
道
路
に
出

る
角
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
を

し
て
ほ
し
い
。

A
．
単
身
住
宅
の
と
こ
ろ
だ
と
思

う
が
、
危
険
性
や
明
ら
か
に
見
通

し
が
悪
い
な
ど
の
用
件
が
優
先
さ

れ
る
。
岡
田
橋
は
予
定
に
は
あ
る

が
、
ほ
か
に
比
べ
る
と
見
通
し
は

悪
く
な
い
。
し
ば
し
お
待
ち
を
。

（
総
務
課
主
幹
）

Q
．
道
の
駅
下
に
宿
泊
施
設
を

作
っ
て
は
ど
う
か
。

A
．
ホ
テ
ル
よ
り
は
簡
易
宿
泊
施

設
。
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
改
正
民
泊

法
も
施
行
さ
れ
る
た
め
そ
ち
ら
の

活
用
を
し
て
い
き
た
い
。マ
ー
ケ
ッ

ト
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
ア
ウ
ト

ド
ア
の
提
案
傾
向
だ
が
市
場
性
が

薄
い
。（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

　

山
陰
道
の
ル
ー
ト
の
か
ら
み
が

あ
る
の
で
、
逆
に
慎
重
に
な
っ
て

い
る
。見
守
っ
て
ほ
し
い
。（
町
長
）

Q
．
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
を
サ
ッ

カ
ー
な
ど
で
一
日
中
使
っ
て
、
ほ

か
の
子
ど
も
た
ち
が
使
え
な
い
。

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
道
の
駅
下
の

芝
生
広
場
を
使
っ
て
も
ら
え
た

ら
。
ま
た
、
掲
示
板
で
貸
切
告
知

し
て
ほ
し
い
。

A
．
せ
っ
か
く
の
ニ
ー
ズ
を
開
か

れ
た
町
と
し
て
は
対
応
し
た
い
。

道
の
駅
下
は
駐
車
場
等
で
使
っ
て

き
た
の
で
轍
が
あ
り
、
怪
我
を
す

る
恐
れ
が
あ
る
。（
町
長
）

　

無
線
放
送
で
告
知
は
し
て
い
る

が
、
掲
示
板
は
早
急
に
対
応
す

る
。（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

3月17日
奈古第5グループ
（水ヶ迫・美里・
　美咲・岡田橋）

3月17日
奈古第5グループ
（水ヶ迫・美里・
　美咲・岡田橋）

（美里集会所）（美里集会所）

まちづくり懇談会
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　家の未来を考えるきっかけづくりとなる冊子が
“21世紀の暮らし方研究所”から発行されました。
　この冊子は、家を所有する全ての方へ、家の今
後について考えていただく５つの提案をさせてい
ただいていますので、ぜひご覧ください。町内に
お住まいの方で広報あぶをご購読の方には、今月
号と一緒に配布しています。
　また、「阿武町暮らし支援センター shiBano」
においても、この冊子を使ったワークショップの
開催を予定しています。

◆問い合わせ　
　役場まちづくり推進課
　☎２－３１１１
　阿武町暮らし
　支援センターshiBano
　☎２－３３８８

阿武町版総合戦略「空き家ノートプロジェクト」

「家の未来帖」
が完成しました

「家の未来帖」
が完成しました

　「すまい」と「しごと」の情報が集まり、地域
コミュニティを維持・発展させ移住定住を促進す
るための「まちの玄関」が４月21日に開所しま
す。
　毎週火・木・土曜日の午前9時～午後５時まで
開所していますので、ぜひお立ち寄りください。
　情報窓口以外にも、集いや教室、皆さんのやっ
てみたいことを実現する場の提供も行っています
ので、お気軽にご相談ください。

◆問い合わせ　
　役場まちづくり推進課　☎２－３１１１
　阿武町暮らし支援センターshiBano
　　　　　　　　　　　　☎２－３３８８

阿武町版総合戦略「阿武の玄関づくりプロジェクト」

阿武町暮らし支援センター
shiBano が開所します

開所式＆内覧会
4/21（土）
11:00～17:00 
阿武町暮らし
支援センター
shiBano
（阿武町大字
奈古2700-1）

萩山口
信用金庫
奈古支店

道の駅
阿武町

191

河野
酒造

假嶋神社

郷川

阿武町暮らし
支援センター

　

阿
武
町
で
は
効
果
的
な
企
業
誘

致
の
推
進
及
び
町
内
企
業
の
事
業

拡
大
等
を
支
援
し
、
地
域
経
済
の

発
展
及
び
雇
用
の
創
出
を
図
る
た

め
、
企
業
誘
致
推
進
員
（
仮
称
）

を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
】
３
人
程
度

【
応
募
資
格
】

　

企
業
誘
致
推
進
員
は
、
企
業
誘

致
等
に
関
し
、
専
門
的
な
知
識
及

び
経
験
を
有
し
、
都
市
圏
在
住
の

幅
広
い
人
脈
を
持
っ
た
方
又
は
企

業
情
報
を
持
っ
た
方
で
、
町
内
在

住
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
職
務
】

▼
町
外
の
企
業
に
対
す
る
町
の
Ｐ

Ｒ
や
誘
致
の
働
き
か
け
。

▼
企
業
誘
致
等
に
係
る
情
報
収
集

や
情
報
交
換
。

▼
訪
問
等
に
よ
る
町
内
企
業
の
事

業
拡
大
等
へ
の
支
援
。

阿
武
町
企
業
誘
致

　
　

推
進
員
を
募
集
し
ま
す

阿
武
町
企
業
誘
致

　
　

推
進
員
を
募
集
し
ま
す

【
応
募
期
間
】

　

平
成
30
年
４
月
20
日（
金
）〜
５

月
18
日（
金
）

【
活
動
費
】

　

活
動
の
た
め
の
旅
費
や
必
要
経

費
は
町
が
負
担
し
、
報
償
費
及
び

日
当
の
支
給
を
行
い
ま
す
。

【
応
募
手
続
き
】

　

募
集
要
項
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
の
ほ
か
役
場
本
庁
、
各

支
所
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　

顔
写
真
付
き
の
履
歴
書
に
自
己

ア
ピ
ー
ル
書
を
添
え
て
、
阿
武
町

役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
宛
て
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
持
参
、
郵
送
の
ほ
か
メ
ー
ル
も

　

可
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

☎
２
―
３
１
１
１

　

メ
ー
ル　

machisui03@
town.

　

abu.lg.jp
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親
元
を
離
れ
て
忙
し
く
働
く
中

で
、「
家
事
を
通
じ
て
暮
ら
し
を

見
つ
め
直
し
た
い
」
と
い
う
声

や
、
町
内
に
家
族
・
親
族
が
い
な

い
移
住
者
か
ら
の
「
こ
の
ま
ち
の

食
文
化
に
触
れ
た
い
」
と
い
う
声

に
答
え
る
べ
く
、
３
月
21
日（
水
）

に
阿
武
町
式
花
嫁･

花
婿
修
行
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
か
ま
ど
飯
＆
と
う
ふ

作
り
編
）
が
開
催
さ
れ
、
町
外
者

を
中
心
に
お
よ
そ
10
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
宇
田
郷
地
区
つ
づ

ら
の
伊
藤
敬
久
さ
ん
宅
で
か
ま
ど

飯
作
り
。
米
研
ぎ
か
ら
始
ま
り
、

火
起
こ
し
、
か
ま
ど
炊
き
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
ご
飯
が
炊
け

る
お
よ
そ
20
分
の
間
に
、
伊
藤
さ

ん
の
妻
・
佐
登
子
さ
ん
自
慢
の
自

家
製
味
噌
と
粉
末
だ
し
で
味
噌
汁

も
用
意
。
美
味
し
い
食
事
と
、
つ

づ
ら
の
行
事
な
ど
様
々
な
話
を
聞

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

午
後
は（
農
）う
も
れ
木
の
郷
で

と
う
ふ
作
り
。
四
つ
葉
サ
ー
ク
ル

さ
ん
ご
協
力
の
下
、
製
造
課
程
で

出
来
る
豆
乳
や
出
来
た
て
と
う
ふ

を
味
見
。
に
が
り
を
入
れ
て
固
ま

る
ま
で
の
間
に
、
宇
生
賀
の
七
不

思
議
紙
芝
居
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
鑑
賞
し

ま
し
た
。
最
後
に
冷
た
い
水
の
中

か
ら
と
う
ふ
を
パ
ッ
ク
詰
め
し
、

ラ
ベ
ル
を
貼
れ
ば
完
成
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
機
械
に
頼
る

こ
と
の
な
い
生
活
に
魅
力
を
感
じ

ま
し
た
」
「
自
然
豊
か
な
阿
武
町

だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
体
験
が
う
ら

や
ま
し
い
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え

ま
し
た
。

　

21
世
紀
の
暮
ら
し
方
研
究
所
（
通
称
：
ラ

ボ
）
の
第
23
回
講
座
が
３
月
24
日
、
奈
古
地

区
の
旧
奈
古
薬
局
で
行
わ
れ
、
３
月
に
大
阪

で
開
催
さ
れ
た
４
分
の
１
ワ
ー
ク
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
説
明
会
の
参
加
者
１
人
を
含
む
28

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

前
回
か
ら
の
動
き
と
し
て
、
大
阪
で
開
催

さ
れ
た
４
分
の
１
ワ
ー
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

説
明
会
を
紹
介
。
都
市
部
の
若
者
の
働
き
方

に
対
す
る
考
え
も
吸
収
し
、
彼
ら
か
ら
〝
選

ば
れ
る
〞
た
め
に
何
が
必
要
か
を
再
確
認
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
花
嫁
花
婿
修
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
町
内
外
か
ら
10
人
が
参
加
。
こ
の
う
ち
大

阪
か
ら
来
た
女
性
が
４
分
の
１
ワ
ー
ク
ス
へ

参
加
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
サ
ミ
ッ
ト
の
感
想
で
は

「
２
年
前
か
ら
確
か
に
変
わ
っ
て
い
る
」
と

い
う
声
が
多
く
あ
げ
ら
れ
、
今
ま
で
の
活
動

に
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

２
０
１
８
年
度
か
ら
に
つ
い
て
は
、
旧
奈

古
薬
局
改
め
「
阿
武
町
暮
ら
し
支
援
セ
ン

タ
ーshiB

ano

」
の
運
営
や
ロ
ゴ
の
説
明
が

さ
れ
、
こ
の
場

所
を
表
す
マ
ー

ク
を
検
討
。
い

く
つ
か
の
パ

タ
ー
ン
か
ら

各
々
が
プ
レ
ゼ

ン
を
行
い
ま
し

た
。

２１世紀の暮らし方研究所　通信
～１年間を振り返り、新たなスタートへ～

笑顔で活動を振り返る

お気に入りのマークを探そう

かまどで米研ぎに挑戦！

　　　 5月19日（土）  
場所：阿武町暮らし支援センターshiBano
　　　（旧奈古薬局：阿武町大字奈古2700番地１）
内容：近日公開
★今年度のラボは奇数月の第３土曜日に開催予定
　５／１９、７／２１、９／２２、１１／１７、１／１９、３／１６
　※９月のみ第４土曜日
◆問い合わせ　21世紀の暮らし方研究所事務局
　（役場まちづくり推進課）☎２－３１１１

次回ラボのご案内
お気軽に
ご参加
ください

13:30～16:30

Q
R
コ
ー
ド

若
者
と
地
域
を
繋
ぐ

　

花
嫁
花
婿
修
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

出来たてとうふを持って集合写真
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春
う
ら
ら
か
な
陽
射
し
の
中
、
４
月
５
日
に
み
ど
り
保
育

園
で
入
園
式
が
、
９
日
に
町
内
各
小
中
学
校
で
入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
保
育
園
に
は
17
人
が
入
園
。
ま
た
、

阿
武
小
19
人
、
福
賀
小
１
人
、
阿
武
中
15
人
が
入
学
し
、
気

持
ち
も
新
た
に
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

み
ど
り
保
育
園
で
行
わ
れ
た
入
園
式
で
は
、
慣
れ
な
い
環

境
の
中
で
泣
き
だ
す
子
も
続
出
す
る
中
、
新
入
園
児
紹
介
で

は
大
き
な
声
で
返
事

を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
阿

武
小
学
校
で
行
わ
れ

た
入
学
式
で
は
、
６

年
生
と
手
を
つ
な

ぎ
、
新
一
年
生
が
希

望
に
満
ち
た
笑
顔
で

入
場
。
緊
張
感
あ
る

式
に
少
し
ム
ズ
ム
ズ

し
な
が
ら
も
、
校
長

式
辞
や
来
賓
の
祝
辞

を
一
生
懸
命
聞
い
て

い
ま
し
た
。

　

１
年
前
発
足
し
た

少
年
野
球
チ
ー
ム
、

阿
武
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

ル
ー
キ
ー
ズ
が
４
月

か
ら
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
と
な
り
、
３
月
31

日
と
４
月
1
日
の
２

つ
の
大
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

３
月
31
日
の
大
会

で
は
公
式
戦
初
勝
利

を
あ
げ
る
も
力
及
ば

ず
２
回
戦
敗
退
と
な

り
ま
し
た
が
、
４
月

1
日
の
大
会
は
予
選
を
突
破
し
決
勝
へ
進
出
。
ビ
ッ
グ
プ

レ
ー
も
続
出
し
ま
し
た
が
惜
し
く
も
準
優
勝
。
そ
れ
で
も
、

チ
ー
ム
創
設
以
来
初
め
て
の
賞
状
を
手
に
し
ま
し
た
。
悔
し

涙
を
流
し
な
が
ら
も
初
め
て
味
わ
う
勝
利
を
喜
ぶ
笑
顔
の
中

に
、
新
た
な
目
標
を
そ
れ

ぞ
れ
見
出
し
た
よ
う
で

す
。

　

こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
飛

躍
が
期
待
で
き
る
大
会
と

な
り
ま
し
た
。
次
の
大
会

こ
そ
は
優
勝
を
!!

　

チ
ー
ム
で
は
団
員
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
見

学
だ
け
で
も
大
歓
迎
で

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
中
央
公

民
館　

☎
２
―
２
０
４
４

全力投球＋守備も任せて！全力投球＋守備も任せて！

賞状を手に集合写真賞状を手に集合写真

希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ

町
内
保
育
園
・
小
中
学
校
で
入
園
・
入
学
式

希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ

町
内
保
育
園
・
小
中
学
校
で
入
園
・
入
学
式

山・海・里Ａｂｕ　ＴｏｐｉｃｓＡｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓまちの話題まちの話題

みんな！仲良くしてね！みんな！仲良くしてね！

背筋を伸ばして、話を聞いています背筋を伸ばして、話を聞いています

初
め
て
の
賞
状
に
も
悔
し
涙

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ル
ー
キ
ー
ズ
が
準
優
勝

初
め
て
の
賞
状
に
も
悔
し
涙

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ル
ー
キ
ー
ズ
が
準
優
勝

　

１
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
「
ひ
と
や
す

み
」
が
４
月
か
ら
週

２
回
利
用
可
能
に

な
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
４
月
４
日
に
見

学
も
兼
ね
て
介
護
家

族
の
お
し
ゃ
べ
り
勉

強
会
が
開
催
さ
れ
、

お
よ
そ
10
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

施
設
内
で
は
新
聞

紙
を
使
っ
た
コ
サ
ー

ジ
ュ
作
り
に
挑
戦
。
五
円
玉
や
串
を

使
っ
て
花
び
ら
の
丸
み
を
つ
け
、
色

と
り
ど
り
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
「
自
分
の
所
の
サ
ロ
ン
で
も
、
早
速
み
ん
な
で

や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

小
雨
も
上
が
っ
た
頃
、
お
弁
当
片
手
に
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

ま
で
散
歩
を

し
、
み
ん
な
で

花
見
を
し
な
が

ら
お
昼
ご
飯
を

と
り
ま
し
た
。

風
で
舞
い
散
る

桜
を
眺
め
な
が

ら
、
花
見
を
楽

し
み
ま
し
た
。

みんなでコサージュ作りみんなでコサージュ作り

お昼を食べながらのお花見お昼を食べながらのお花見

「
ひ
と
や
す
み
」
で

　
　
　
　
　

団
ら
ん
の
ひ
と
と
き

　
　
　
　

介
護
家
族
の
お
し
ゃ
べ
り
勉
強
会

「
ひ
と
や
す
み
」
で

　
　
　
　
　

団
ら
ん
の
ひ
と
と
き

　
　
　
　

介
護
家
族
の
お
し
ゃ
べ
り
勉
強
会
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大
豆
の
種
ま
き
か
ら

収
穫
・
豆
腐
に
加
工
さ

れ
る
過
程
を
学
ぶ
平
成

29
年
度
の
「
こ
ど
も
ら

ぼ
」。
１
年
間
の
締
め

く
く
り
と
し
て
、
３
月

31
日
に
福
賀
地
区
う
も

れ
木
豆
腐
加
工
場
で
、

参
加
者
お
よ
そ
30
人
が

豆
腐
作
り
を
見
学
し
ま

し
た
。

　

途
中
で
作
ら
れ
る
お

か
ら
や
豆
乳
を
味
見
し

な
が
ら
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
使
え
る
大
豆
の
す
ご
さ
と
美
味

し
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
し
た
。

　

に
が
り
を
入
れ
て
豆
腐
が
固
ま
る
間
に
、
親
水
公
園
ま
で

お
に
ぎ
り
片
手
に
お
散
歩
。
宇
生
賀
の
田
園
風
景
を
眺
め
な

が
ら
み
ん
な
と
食
べ
る
お
に
ぎ
り
は
格
別
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
出
来
た
て
の
豆
腐
を
パ
ッ
ク
詰
め
。

柔
ら
か
く
も
弾
力
の
あ
る

う
も
れ
木
豆
腐
を
落
と
さ

な
い
よ
う
に
そ
ぉ
〜
と
運

び
、
シ
ー
ル
と
賞
味
期
限

表
示
、
自
分
の
名
前
を
書

い
た
ら
出
来
上
が
り
！

　

合
間
に
思
い
思
い
の
絵

を
描
い
た
鯉
の
ぼ
り
を
作

成
。
５
月
の
鯉
の
ぼ
り
ま

つ
り
で
飾
ら
れ
る
予
定
で

す
の
で
、
皆
さ
ん
是
非
見

つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
！

出
来
た
て
の
豆
腐
に
舌
鼓

　
　

〝
こ
ど
も
ら
ぼ
〞
で
豆
腐
作
り
を
見
学

出
来
た
て
の
豆
腐
に
舌
鼓

　
　

〝
こ
ど
も
ら
ぼ
〞
で
豆
腐
作
り
を
見
学

出来たての豆腐を実食出来たての豆腐を実食

どんな鯉のぼりかは、見てのお楽しみ♪どんな鯉のぼりかは、見てのお楽しみ♪

　

阿
武
小
児
童
３
年
生
が
梨
の
袋
か
け
か
ら
始
め

た
地
産
地
消
活
動
。
締
め
く
く
り
は
あ
ぶ
ホ
ー
ム

メ
イ
ド
の
梨
ジ
ャ
直
接
販
売
で
、
３
月
15
日
に
道

の
駅
「
阿
武
町
」
直
売
所
内
で
児
童
28
人
が
元
気
な
売
り
子

さ
ん
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

　

直
売
所
前
で
は
児
童
自
作
の
〝
梨
ソ
ン
グ
〞
を
披
露
し
、

歌
と
ダ
ン
ス
で
お
客
さ
ん
の
呼
び
込
み
を
行
い
、
直
売
所
内

で
は
梨
ジ
ャ
ム
を
手
に
接
客
。
お
客
さ
ん
が
商
品
を
手
に
取

り
レ
ジ
に
向
か
う
た
び
に
満
面
の
笑
み
を
こ
ぼ
し
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
日
用
意
し
た
梨
ジ
ャ

ム
58
個
は
全
て
完
売
。
自
分

た
ち
が
生
産
か
ら
携
わ
っ
た

商
品
が
売
れ
て
、
農
作
物
を

作
る
こ
と
や
加
工
の
難
し

さ
、
そ
し
て
商
品
が
売
れ
る

喜
び
を
知
り
、
1
年
間
の
地

産
地
消
活
動
は
と
て
も
意
義

深
い
活
動
と
な
っ
た
よ
う
で

し
た
。

可愛らしい売り子たちが接客中可愛らしい売り子たちが接客中特製のラベルが目印！

美味しい梨ジャムを召し上がれ！
地産地消活動【梨ジャム販売編】

美味しい梨ジャムを召し上がれ！
地産地消活動【梨ジャム販売編】

　

農
山
漁
村
の
女
性
た
ち
が
暮
ら
し
の
中
で

培
っ
た
知
恵
や
技
、
地
域
の
資
源
を
活
用
し

た
商
品
で
あ
る
こ
と
の
証
、
や
ま
ぐ
ち
農
山

漁
村
女
性
起
業
統
一
ブ
ラ
ン
ド
（
通
称
や
ま

み
ち
ゃ
ん
ブ
ラ
ン
ド
）。
県
内
産
の
農
林
水

産
資
源
を
原
料
と
し
て
い
る
こ
と
や
、
起
業
家
自
身
が
商
品

や
活
動
へ
の
思
い
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
の
厳
し
い

審
査
基
準
に
合
格
し
、
平
成
29
年
度
新
規
認
定
と
し
て
道
の

駅
「
阿
武
町
」
パ
ン
工
房
の
〝
あ
ぶ
♡
は
あ
と
ふ
る
ク
ッ

キ
ー
〞
が
町
内
で
７
品
目
の
ブ
ラ
ン
ド
商
品
と
な
り
ま
す
。

　

認
定
に
際
し
て
店
主
の
池
田
由
佳
さ
ん
は
「
あ
ぶ
ホ
ー
ム

メ
イ
ド
の
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
ジ
ャ
ム
や
梨
ジ
ャ
ム
を
使
用

し
、
ク
ッ
キ
ー
を
食
べ
れ
ば
阿
武
町
を
丸
ご
と
感
じ
て
心
が

ほ
っ
と
す
る
、
そ
ん
な

ク
ッ
キ
ー
を
目
指
し
ま
し

た
。
今
後
は
こ
の
ブ
ラ
ン

ド
自
体
や
認
定
さ
れ
た
商

品
を
、
も
っ
と
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
い

ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
に
出
店

し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

道の駅「阿武町」パン工房の
「あぶ♡はあとふるクッキー」が
やまみちゃんブランドに認定

道の駅「阿武町」パン工房の
「あぶ♡はあとふるクッキー」が
やまみちゃんブランドに認定

認定証を持つ店主の池田さん認定証を持つ店主の池田さん
認定された

「あぶ♡はあとふるクッキー」
認定された

「あぶ♡はあとふるクッキー」

あなたのまちの身近な話題をお寄せください。
役場まちづくり推進課広報統計係（☎2̶3111）　E-mail : machisui@town.abu.lg.jp



福
賀
婦
人
会
＆
Ｊ
Ａ
女
性
部

福
賀
支
部
総
会
を
開
催

　

福
賀
婦
人
会
と
Ｊ
Ａ
女
性
部
福
賀

支
部
の
総
会
が
３
月
17
日（
土
）に
の

う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
会
員
約

１
１
０
人
が
参
加
し
て
、
新
役
員
の
選
出
や
30
年
度
の
事

業
計
画
、
予
算
等
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
記
念
講
演
で
は
、
気
象
予
報
士
・
防
災
士
の

坂
本
京
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
こ
れ
か
ら
の
気
象
災
害

と
防
災
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
し
た
。
近
年
の

異
常
気
象
が
起
こ
る
仕
組
み
や
、
予
想
を
は
る
か
に
超
え

た
規
模
や
強
さ
で
起
こ
る
災
害
へ
の
備
え
な
ど
に
つ
い

て
、
雲
を
作
る
実
験
や
防
災
ク
イ
ズ
な
ど
を
交
え
、
分
か

り
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
避
難
に
直
面
し
た
人

の
心
理
や
下
流
域
で
の
二
次
災
害
な
ど
も
学
び
、「
災
害
は

忘
れ
る
間
も
な
く
や
っ
て
く
る
」
と
い
う
言
葉
に
、
５
年

前
の
豪
雨
災
害
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
、
次
へ
の
備
え
と

な
る
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
最
後
の
福
賀
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動

　

３
月
18
日（
日
）に
福
賀
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
親
子
交
歓
大

会
が
、
卒
業
式
を
控
え
た
６
年
生
と
、
阿
武
中
に
通
う
先

輩
も
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
に
子
ど
も
と
大

人
が
混
成
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
ま

し
た
。

　

小
学
生
が
中
学
生
に
挑
戦
す
る
場
面
で
は
、
終
始
リ
ー

ド
し
て
い
た
中
学
生
チ
ー
ム
が
、
最
終
回
で
小
学
生
チ
ー

ム
に
大
逆
転
さ
れ
る
な
ど
、
カ
ー
リ
ン
グ
女
子
に
負
け
な

い
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
後
の
卒
団
式
で

は
、
６
年
生
４
人
全
員
か
ら
後
輩
へ
団

旗
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
チ
で

は
、
お
礼
と
感
謝
、
伝
統
継
承
な
ど
を

述
べ
、
笑
顔
で
今
後
の
健
闘
を
称
え
合

い
ま
し
た
。
終
了
後
の
昼
食
会
で
は
、

こ
の
メ
ン
バ
ー
で
は
最
後
の
懇
談
に
会

場
か
ら
は
ち
切
れ
ん
ば
か
り
の
歓
声
と

笑
顔
が
飛
び
交
い
、
新
た
な
福
賀
ス
ポ

少
活
動
に
向
け
て
の
良
い
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。

つ
き
た
て
お
餅
の
出
来
上
が
り

冬
季
子
ど
も
会
大
会

　

３
月
17
日
に
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
、
冬
季
子
ど
も
会
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
世
代
交
流
を
目
的
に
地
区
の
子
ど
も
た

ち
と
育
成
者
、
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
の
会
員
で
も
ち
つ
き
に

挑
戦
。
日
頃
経
験
で
き
な
い
杵
と
臼
で
の
も
ち
つ
き
を
子

ど
も
も
大
人
も
楽
し
み
な
が
ら
、
も
ち
を
丸
め
、
最
後
に

出
来
た
て
の
お
餅
を
み
ん
な
で
頰
ば
り
ま
し
た
。

各
文
化
サ
ー
ク
ル
が
練
習
の
成
果
を
披
露

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

３
月
25
日
に
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
今
年
で

７
回
目
を
向
か
え
た
宇
田
ふ
れ
あ

い
ク
ラ
ブ
主
催
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
宇
田
ふ
れ
あ
い
ク
ラ

ブ
の
文
化
活
動
の
一
環
と
し
て
、

各
文
化
サ
ー
ク
ル
合
同
で
、
会
員

の
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
も
の
で
す
。

　

銭
太
鼓
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
詩
吟
、
カ
ラ
オ
ケ
、
習

字
や
手
芸
及
び
竹
細
工
の
展
示
な
ど
沢
山
の
催
し
物
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
宇
田
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
が

益
々
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

研
修
日
和
に
、
見
聞
を
広
め
る寿齢

大
学
移
動
教
室

　

３
月
27
日
か
ら
28
日
に
宇
田
郷
寿
齢
大
学
移
動
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
島
根
県
松
江
方
面
へ
島
根
ワ

イ
ナ
リ
ー
、
出
雲
大
社
、
古
代

出
雲
歴
史
博
物
館
、
と
っ
と
り

花
回
廊
、
お
菓
子
の
壽
城
、
大

根
島
由
志
園
へ
見
聞
を
広
め
る

た
め
研
修
に
行
き
ま
し
た
。
２

日
間
大
変
気
候
が
穏
や
か
で
研

修
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
大
変

良
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

雲の仕組みにビックリ逆転なるか！？

この日のために
練習してきました

笑
顔
が
あ
ふ
れ
た

　
　
　
　
　

奈
古
婦
人
会
総
会

　

３
月
４
日
に
奈
古
婦
人
会
総
会
が
開

催
さ
れ
、
平
成
29
年
度
の
事
業
と
決
算

の
報
告
、
今
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算

の
審
議
が
行
わ
れ
、
議
決
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
山
口
き
ら
め
き
財
団
の

講
師
派
遣
事
業
に
よ
り
、
や
ま
ぐ
ち

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
エ
コ
ー
代
表
の
西
山
香

代
子
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、「
生
き
方

再
考
！
み
ん
な
誰
で
も
活
躍
世
代
〜
秘

訣
は
ワ
ー
ク
と
ラ
イ
フ
の
相
乗
効
果
〜
」
の
演
題
で
、

「
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
子
育
て
や
仕
事
、
婦
人
会

活
動
に
活
躍
し
て
下
さ
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
同

士
も
お
互
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
笑
顔
が
あ

ふ
れ
た
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

祝
･
卒
団
！
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
る
ぞ
っ
!!

　
　
　
　
　
　

奈
古
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
卒
団
式

　

３
月
25
日
に
奈
古
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
卒
団
式
を
開
催

し
、
サ
ッ
カ
ー
２
人
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
３
人
が
卒
団
し

ま
し
た
。

　

親
子
交
流
試
合
で
は
親
の
チ
ー
ム
に
中
学
生
も
参
加
。

フ
ッ
ト
サ
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
共
に
楽

し
く
試
合
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
卒
団
式
で
は
、
顧
問
の
阿

武
小
校
長
や
指
導
者
･
在
団
生
か
ら
、

卒
団
に
当
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

の
仲
間
づ
く
り
の
お
話
や
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
記
念
品
な
ど
が
贈
ら

れ
、
卒
団
生
の
門
出
を
お
祝
い
し
ま
し

た
。

　

卒
団
生
一
人
ひ
と
り
か
ら
は
、
指
導

者
の
方
、
後
輩
た
ち
、
そ
し
て
親
御
さ

ん
た
ち
へ
、
感
謝
の
言
葉
と
お
礼
の
気

持
ち
を
伝
え
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
が

ん
ば
る
決
意
を
し
ま
し
た
。

サッカーのみんなバレーボールのみんな 講師の西山香代子さん会員同士も
コミュニケーション

杵と臼で力強く出雲大社を背景に記念撮影

20
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❶ 開封して受診券の確認をしましょう：4月下旬、世帯主宛に送付

個別健診を希望される方は、
病院に予約をしましょう

平成３０年５月７日（月）～平成３１年１月３１日（木）実施期間

集団健診（各地区で受診）・個別健診（医療機関で受診）受診方法

国保・後期高齢者医療の方で日帰り人間ドック
を希望される方は、予約が取りにくい状況にあ
りますので、早めに予約しましょう。

集団健診を希望される方は、
事前に受診票や大腸検査容器を
受け取りましょう
【日　程】
■奈　古地区：町民センター　
　５月２６日（土）・２７日（日）・１０月６日（土）
■宇田郷地区：ふれあいセンター
　６月２日（土）
■福　賀地区：のうそんセンター
　６月３日（日）

♪
ハ

ッピ
ー あぶ町
♪

♪
ハ

ッピ
ー あぶ町
♪

健康習慣①

みんなで実践！

■受付時間・記入時間が短縮できます！
　　各受診票受け取り場所：役場民生課・各支所
■大腸検査容器受け取り場所：
　　役場民生課・各支所・婦人会支部長（奈古地
　　区は副支部長）

年に１度の健康チェックしましょう

『みんなで健診へ行こう！』

【問い合わせ】　役場民生課 保健師　☎２－３１１３
健診はハッピーマイレージ対象事業です。
各健診受診でポイントがたまります！

健診受診２０p
がん検診１０p

※H30 年度の受診券・しおり
　全て青色となっています

）

健診の受診時に必ず必要です

❷

ハ
ッピ

ーマイレージ
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金額単位：円

○平成30・31年度の後期高齢者医療の保険料率について
　被保険者均等割額　52,444円　　所得割率　10.28％
　※保険料（一人当たり）の上限額は62万円です
○平成30年度の後期高齢者医療保険料の軽減措置について
①平成29年中の世帯主と世帯の被保険者の所得の合計に応じて、「均等割額（52,444円）」が次のと
　おり軽減されます。
・33万円＋（50万円×被保険者数）以下の世帯→２割
・33万円＋（27.5万円×被保険者数）以下の世帯→５割
・33万円以下の世帯→８.５割
・33万円以下の世帯のうち、被保険者全員が年金収入80万円以下（その他各種所得がない）の世帯  
　→９割
②会社などで加入していた保険の扶養家族だった方は、均等割額が5割軽減されます。

＜１人世帯・公的年金収入のみの場合＞

【年金収入218万円の被保険者の年間保険料額計算例】
＜均等割額＞ ◎年金収入 － 控　除 ＝ 年金所得
　 2,180,000円 － 1,200,000円 ＝ 980,000円
 ◎年金所得 － 150,000円 ＝ 軽減判定所得
　 980,000円 － 150,000円 ＝ 830,000円 →２割軽減に該当
 ◎均等割額⇒ 52,444円×0.8＝41,955円　…①（端数切捨て）
＜所得割額＞ ◎年金所得 － 基礎控除 ＝   賦課のもととなる所得
　 980,000円 － 330,000円 ＝ 650,000円
 ◎所得割額⇒ 650,000円×10.28％＝66,820円　…②
＜年間保険料額＞　①＋②＝108,775円

◆問い合わせ　山口県後期高齢者医療広域連合事務局　☎083ー921ー7112
　　　　　　　阿武町役場住民課税務係　　　　　　　☎２ー０５００

　今年10月からマイナンバーによる情報連携が本格運用開始となり、申請者による同意書・所得課税
証明書・年金、手当の受給状況がわかる書類の提出が省略可能となります。
所得区分の判定を行うためには、申請書に受診者と支給認定基準世帯員のマイナンバーを記載していた
だく必要があります。申請書へのマイナンバーの記入にご理解とご協力をお願いします。

■問い合わせ　役場民生課　☎０８３８８－２－３１１３

年金
収入

年金
所得

軽減判定
所得

賦課のもと
となる所得

均等割
軽減

均等
割額

所得
割額

年間
保険料額

800,000
1,200,000
1,680,000
1,955,000
2,180,000
2,625,000

0
0

480,000
755,000
980,000
1,425,000

0
0

330,000
605,000
830,000
1,275,000

0
0

150,000
425,000
650,000
1,095,000

９割
8.5割
8.5割
５割
２割
なし

5,244
7,866
7,866
26,222
41,955
52,444

0
0

15,420
43,690
66,820
112,566

5,244
7,866
23,286
69,912
108,775
165,010

後期高齢者医療保険料のお知らせ

自立支援医療（精神通院医療）支給認定申請書に
マイナンバーの記入をお願いします。

※各個人には７月に通知します
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エ
コ
の
日

毎
月
19
日
は
、地
球
に
良
い
こ
と
を
す
る「
エ
コ
の
日
で
す
」。　

4
月
は
、「
ご
み
は
正
し
く
分
別
し
て
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
」

平成30年４月からの
介護保険料の改定について

介護保険料が変わります
　介護保険の保険料は、必要な介護サービス費用が賄えるように３年ごとに見直しが行われます。
　高齢者人口の増加や介護報酬改定、介護保険サービスを利用される方が増えてきたことなどから、平
成30～32年度介護保険料（65歳以上の方）は下表のとおり変更しました。
　また、国が示す保険料の負担段階の基準どおり、当町も９段階としております。
阿武町介護保険財政調整基金を取り崩し、保険料の急激な上昇を緩和し、また、国の低所得者軽減強化
の基準により、引き続き平成30年度からも第１段階の方へ、公費による保険料軽減の強化を行います。

※合計所得金額・・長期譲渡所得及び短期譲渡所得に係る特別控除額を控除した額です。
※平成30年度の介護保険料の決定通知は６月中旬に送付する予定です。

介護保険制度
　介護保険は、40歳以上の方が加入し、
介護が必要になった時に申請をし、認定を
受けられた方が、介護サービスを受けられ
る制度です。運営財源については、皆さま
の保険料と国・県・町の負担金となってい
ます。

◆問い合わせ
　役場民生課　介護福祉係　☎２－３１１５

65歳以上の
みなさんへ

第１段階

（標準段階）

軽減前
2,825円

軽減後
2,543円

4,238円

4,238円

5,085円

5,650円

6,780円

7,345円

8,475円

9,605円

軽減前
33,900円

軽減後
30,510円

50,850円

50,850円

61,020円

67,800円

81,360円

88,140円

101,700円

115,260円

町民税世帯非課税で老齢福祉年金受給者、被保護者
町民税世帯非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金額の合
計が80万円以下の方

町民税世帯非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金額の合
計が120万円以下の方
町民税世帯非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金額の合
計が120万円を超える方
世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は町民税非課税
前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下の方
世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は町民税非課税
前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円を超える方

町民税課税　合計所得金額が120万円未満の方

町民税課税　合計所得金額が120万円以上、200万円未満の方

町民税課税　合計所得金額が200万円以上、300万円未満の方

町民税課税　合計所得金額が300万円以上の方

第2段階

第3段階

第4段階
第5段階

第6段階

第7段階

第8段階

第9段階

年額 月額
平成30～32年度区分 保 　 険 　 料 　 基 　 準

23％

27％

50％
公費（税金）
国・県・町

65歳以上の
方の保険料

40～64歳の
方の保険料

半分を公費で
まかないます

介護保険の財源
介護保険制度は、
40歳以上の方に
納めていただく保
険料と公費（税金）
を財源に運営して
います。
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　全ての国民が、障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合いなが
ら共生する社会の実現にむけ、障害を理由とする差別の解消を推進することを目的として、平成25年
６月「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（「障害者差別解消法」）が制定されました。

1.不当な差別的取扱いの禁止
　障害を理由として、正当な理由なく、サービスの提供を
拒否するなどの不当な差別的取扱いは禁止されます。

2.合理的配慮の提供
　障害のある人が、相手方が負担にならない程度の配慮を求めているのに対して、それに応じない（合
理的配慮をしない）ことも、差別にあたります。どこまでが過重な負担のない合理的な配慮になるの
か、ということについては様々な意見や考え方があります。障害のある方もない方も気持ちよく社会
で生きていくことができるように、一緒に考えていくことが大切です。

ご存じですか？障害者差別解消法！

本法のポイント 自治体および民間事業者（会社、個人のお店など）による「不当
な差別的取扱い」および「合理的配慮の不提供」が禁止されます

民間事業者
※個人事業者、NPO等の非
　営利事業者も含みます。

不当な差別的取扱い

Ｑ：「合理的配慮」の具体的な例を教えてください。 
Ａ：どのような配慮が合理的配慮に当たるかは個別のケースで異なります。
　典型的な例としては、「車いすの方が乗り物に乗る時に手助けをすること」 や、「窓口で障害のあ
る方の障害の特性に応じたコミュニケーション手段（筆談、読み上げなど）で対応すること」など
が挙げられます。

Ｑ：法律の対象範囲はどこまでですか？ 
Ａ：個人的な関係や、思想、言論といったものは対象にはしていません。
　この法律では、国の行政機関や地方公共団体、民間事業者などを対象にしており、一般の方が個
人的な関係で障害のある方と接するような場合や、個人の思想、言論といったものは、対象にはし
ていません。

Ｑ：民間事業者による取組がきちんと行われるようにする仕組みはあるのでしょうか？ 
Ａ：民間事業者の事業を担当する大臣から、事業者に対して報告徴収、助言・指導、
　　勧告を行うことができます。
　この法律では、同一の民間事業者によって繰り返し障害を理由とする差別が行われ、自主的な改
善が期待できない場合などには、その民間事業者の事業を担当する大臣が、民間事業者に対し、報
告を求めることや、助言・指導、勧告を行うことができることにしています。

障害者差別解消法Q＆A障害者差別解消法Q＆A障害者差別解消法Q＆A障害者差別解消法Q＆A障害者差別解消法Q＆A

困ったときは役場民生課介護福祉係（☎２－３１１５）まで

国の行政機関・
地方公共団体等

不当な差別的取扱いが
禁止されます。

不当な差別的取扱いが
禁止されます。

障害者に対し合理的配慮を
行わなければなりません。

不当な差別的取扱いが禁止
されます。

障害者への合理的配慮

法的
義務

努力
義務

禁止

禁止
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子
育
て
の　

楽
し
み
夫
と　

は
ん
ぶ
ん
こ

女
と
男
の
一
行
詩

ひ
と

ひ
と

　最近、町内で「民事訴訟管理センター」等を名乗る機関から、心当たりのない
請求はがきが届いたという相談が増えています。
　いずれの内容も業者への未払いがあると思わせ、「裁判所に訴状が提出された」
「給与・財産等の差し押さえ」等と脅して不安にさせ、訴訟の取り下げ等につい
て連絡するよう誘導しています。
　連絡してしまうと、個人情報を知られたり、訴訟取り下げ費用などと称した根
拠のない請求をされる恐れがあります。
　不安を感じたり対処に困った場合には、相手に連絡をせず、支払う前に、阿武
町消費生活相談窓口（経済課）☎２―３１１４までご相談ください。

悪質な架空請求はがきは無視してください！

国民年金保険料の金額
平成30年度の国民年金保険料額は、月額16,340円となりました。
　平成30年度の国民年金保険料額は、国民年金法第87条において16,900円とされていますが、平成16
年度からの物価と賃金の変動に基づく平成30年度の保険料改定率0.967を乗じることにより、16,340円
となりました。

国民年金保険料の前納
国民年金保険料を前納する場合の期間及び納付すべき額について、厚生労働省告示（平成30年厚生労働省
告示第34号）により定められました。
　平成29年4月から従来の口座振替に加え、現金（納付書）納付・クレジットカード納付でも2年前納を行
うことが可能となりました。
　現金・クレジットカード納付で保険料を前納した場合、毎月払いと比べて2年前納なら14,420円、1年
前納なら3,480円の割引となり、6カ月前納でも800円の割引になります。また、口座振替制度を利用す
ると、2年前納で15,650円、1年前納で4,110円、6カ月前納で1,110円の割引となり、大変お得です。
　口座振替・クレジットカード納付には次の方法があります。
（1）2年（4月～翌々年3月分）分の前納
（2）1年（4月～翌年3月分）分の前納
（3）6カ月（4月～9月分、10月～翌年3月分）分の前納
（4）毎月（早割・口座振替のみ）
（5）毎月（割引なし）
注）口座振替及びクレジットカード納付による平成30年4月からの前納（2年分・1年分・6カ月分・早割）
　　の新規申込みは2月末日で受付を終了しました。

まだ間に合う2年前納は？
　口座振替・クレジットカード納付の申込みは受付終了しましたが、現金（納付書）での納付は可能です。
納付書の発行については、お近くの年金事務所までお申し出ください。（平成30年4月～32年3月までの
前納期限は5月1日です。余裕をもったお申し出をお願いします。）
　また、年度途中で新たに1号被保険者になった方も、任意の月から翌年度3月分まで納付書でお納めいた
だくことが可能です。併せてご利用ください。
※30万円を超える納付書は「コンビニエンスストア」では利用できません。金融機関等でお納めいただく
　ため、営業日等にご留意願います。
■問い合わせ　日本年金機構萩年金事務所　☎０８３８－２４－２１５８　役場住民課住民係　☎２－０５００
　　　　　　　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

平成30年度国民年金保険料について
年金のたより

 “情報保護シール”（目隠しラベル）が “情報保護シール”（目隠しラベル）が
貼られている事例も発生中！！貼られている事例も発生中！！

 “情報保護シール”（目隠しラベル）が
貼られている事例も発生中！！

実際に町内の方に

送られてきたはがき

新たな
手口です！
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▼
日
時　

5
月
15
日（
火
）
午
前

９
時
〜
12
時

▼
場
所　

阿
武
町
役
場
２
階　

小

会
議
室

▼
相
談
員　

生
活
困
窮
者
自
立
相

談
支
援
員

▼
内
容　

生
活
に
困
っ
て
い
る
。

仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
。
将
来

が
不
安
。
病
気
で
働
け
な
い
等

お
困
り
ご
と
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
一
緒
に
考
え
、
解
決
へ

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

※
事
前
予
約
制
（
前
日
ま
で
）

▼
申
し
込
み　

役
場
民
生
課

　

☎
２
―
３
１
１
５

　
「
福
賀
公
民
館
」
で
は
、
コ
イ

の
ぼ
り
設
置
ス
タ
ッ
フ
と
、
不
要

に
な
っ
た
コ
イ
の
ぼ
り
を
大
募
集

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
５
月
の
風

物
詩
と
な
っ
て
い
る
、
大
井
川
沿

い
の
コ
イ
の
ぼ
り
で
、
今
年
も
１

２
０
匹
を
た
て
る
予
定
で
す
。
新

緑
薫
る
福
と
賀
の
里
で
、
コ
イ
の

ぼ
り
た
て
に
心
地
良
い
汗
を
流
し

ま
せ
ん
か
？

▼
日
時　

４
月
28
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜

▼
集
合
場
所　

福
賀
宮
の
馬
場
付
近

▼
問
い
合
わ
せ　

福
賀
公
民
館

　

☎
０
８
３
８
８
―
５
―
０
２
１
１

　

平
成
30
年
4
月
13
日
に
山
口
県

交
通
安
全
学
習
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
従
来
の

講
習
に
加
え
、
最
新
の
Ｖ
Ｒ
技
術

を
使
っ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
等
を

導
入
。
よ
り
高
度
な
参
加
・
体
験

型
の
交
通
安
全
教
育
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

な
お
、
団
体
で
の
ご
利
用
に
つ

い
て
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

山
口
市
小
郡
下

郷
３
５
６
０
―
２　

☎
０
８
３

―
９
７
３
―
１
９
０
０

　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部

は
、
平
成
30
年
度
「
技
術
幹
部

（
海
上
）、（
航
空
）」
お
よ
び
「
技

術
曹（
海
上
）、（
航
空
）」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

【
技
術
幹
部
】

▼
受
付
期
間　

５
月
25
日
ま
で

▼
受
験
資
格　

大
学
卒
業
以
上
の

者
で
、
応
募
資
格
に
定
め
ら
れ

た
学
部
・
専
攻
学
科
等
を
卒
業

後
、
2
年
以
上
の
業
務
経
験
の

あ
る
者

▼
試
験
期
日　

６
月
25
日

【
技
術
曹
】

▼
受
付
期
間　

５
月
25
日
ま
で

お し ら せお し ら せ

（郡）福 賀 診 療 所 福　賀 08388-5-0863
休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
（郡）萩市弥富診療センター 弥　富 08387-8-2311
（郡）萩市須佐診療センター 須　佐 08387-6-2540
（郡）齋　藤　医　院 奈　古 08388-2-2838
休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
（郡）福 賀 診 療 所 福　賀 08388-5-0863
休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397

休日当番医

緊急の場合は１１９番

萩・阿武健康ダイヤル２４
24時間年中無休で健康や医療に関する
相談を受け付けています。

日曜日、祝日、年末年始は休日急患診療センターへ
☎0838-26-1397（内科・外科・小児科・歯科）

☎0120-506-322
★携帯電話に登録すると便利です

 4 /22㊐
 4 /29㊐
 4 /30㊊
 5 / 3㊍
 5 / 4㊎
 5 / 5㊏
 5 / 6㊐
 5 /13㊐
 5 /20㊐

通話料・
相談料無料( )

※当番医の確認は役場または各支所へ

自
衛
官
を
募
集

生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
に
よ
る
相
談
会

コ
イ
の
ぼ
り
ス
タ
ッ
フ
募
集

山
口
県
交
通
安
全

学
習
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

お
知
ら
せ

育
休
を　

く
れ
た
上
司
も　

経
験
者

女
と
男
の
一
行
詩

ひ
と

ひ
と

ゆうな

4月生まれ

土
井　

悠
愛
ち
ゃ
ん（
岡
田
橋
）

平
成
29
年
4
月
18
日
生
ま
れ

（
パ
パ
）
永
久
さ
ん
・（
マ
マ
）
千
絵
美
さ
ん

　

こ
ん
に
ち
は
。
毎
日
お
姉
ち
ゃ

ん
の
あ
と
を
お
っ
て
い
ろ
ん
な
こ

と
に
興
味
津
々
で
す
。

　

家
族
で
外
出
す
る
の
が
楽
し
い

で
す
。

　

町
で
見
か
け
た
ら
よ
ろ
し
く
。

ゆ
う　
な

▼
受
験
資
格　

20
歳
以
上
の
者

で
、
国
家
免
許
資
格
取
得
者
等

▼
試
験
期
日　

６
月
22
日

▼
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
萩
地
域

事
務
所　

☎
０
８
３
８
―
22
―

２
４
０
９

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法

テ
ラ
ス
山
口
）
で
は
、「
法
テ
ラ

ス
の
日
」
を
記
念
し
て
、
県
内
６

か
所
で
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
下
関
、
周
南
、
宇
部
、

岩
国
及
び
萩
は
弁
護
士
会
の
各
法

律
相
談
セ
ン
タ
ー
で
開
催
、
山
口

は 

法
テ
ラ
ス
山
口
で
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

▼
日
に
ち　

萩
以
外
：
４
月
26
日

　

萩
：
４
月
25
日

▼
時
間　

13
時
半
〜
16
時
半

（
１
人
30
分
程
度
）

※
電
話
予
約
に
よ
る
先
着
順

▼
問
い
合
わ
せ
・
予
約

　

法
テ
ラ
ス
山
口　

☎
０
５
０
―

３
３
８
３
―
５
４
９
０

　

こ
の
た
び
、
俳
句
協
会
は
中
央

公
民
館
廊
下
に
投
句
箱
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

一
人
何
句
で
も
構
い
ま
せ
ん
の

で
、
ふ
る
っ
て
御
投
句
く
だ
さ
い
。

阿
武
町
俳
句
協
会
か
ら

　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

「
法
テ
ラ
ス
の
日
」

　
　

無
料
法
律
相
談
会
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女
と
男
の
一
行
詩

妻
子
ま
で　

社
員
と
み
な
す　

い
い
会
社

ひ
と

ひ
と 日 曜 行　　　事　　　予　　　定

2
7
8
9

10

11

12
13

14

15

16

17
18
19
23

24

26

27

28
30
31

水
月
火
水

木

金

土
日

月

火

水

木
金
土
水

木

土

日

月
水
木

5月

阿武町の人口と世帯数 （3月末）

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,251（－18）

　563（－2 ）

546（－4 ）

3,360（－24）

1,043（－3 ）

　271（ 0 ）

　288（－1 ）

1,602（－4 ）

転入　 8

転出　30

出生　 2

死亡　 4

3月の交通事故

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損
事故

109
（76）
10
（3）

15
（14）
3
（0）

1
（1）
0
（0）

1
（0）

7
（13）

負傷者死者

人　身　事　故

件数
萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
鯉のぼり撤収作業　13:30【福賀大井川沿い】
宇田郷地区公民館担当者等会議　19:30【ふれあいセンター】
福賀地区子ども会育成連絡協議会 定期総会　19:30【のうそんセンター】
食改役員会　9:00【役場2階大会議室】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
阿武町民生委員児童委員協議会定例会　8:30【役場会議室】
福賀月例ボウリング大会　19:30【ユーズボウル萩】
保護者会合同役員会　19:30【みどり保育園（本園）】
福賀月例グラウンドゴルフ大会　19:30【福賀小学校グラウンド】
親子バス遠足【みどり保育園】
消費生活相談員による相談日　8:30【役場１階相談室】
健康教室「さくら会」9:00【町民センター】
身体障害者福祉協議会総会　10:00【社会福祉協議会】
心配ごと相談　9:00【町民センター】
身体測定　11:00【みどり保育園】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
阿武町生活改善実行グループ連絡協議会総会・役員会　10:00【役場2階小会議室】
介護家族のおしゃべり勉強会　13:30【浦野さん家】
ひよこクラブ　9:45【町民センター】
のびのび幼児健診　13:00【母子健康センター】
21世紀の暮らし方研究所　13:30【阿武町暮らし支援センター】
誕生会　11:00【みどり保育園】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
奈古寿齢クラブ総会・寿齢大学開講式･５月講座　9:00【町民センター】
集団健診　8:00【町民センター】
集団健診　8:00【町民センター】
福賀地区こいのぼり大運動会 9:00【福賀小学校グラウンド】
消費生活相談員による相談日　8:30【役場１階相談室】
避難訓練・交通安全指導　11:00【みどり保育園】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】

求人数 年齢 賃　　金 業　　種会　社　名

１人

１人

１人

２人

64歳以下

59歳以下

不問

不問

250,000円～

152,000円～

時給780円～

時給780円

土木施工管理技士または
建築施工管理技士
一般事務

接客及び調理補助
（ダイニングCAFE846）

レジ係

小田建設　株式会社

道の駅阿武町（あぶクリエイション）
株式会社 八代峰月堂
（ポ・ヤシロ）

株式会社 丸久 サンマート奈古店

町内の求人情報4月分 4月9日現在（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）
●問い合わせ　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

U
‐
12
の
部

３
月
11
日（
日
）む
つ
み
グ
ラ
ウ
ン

ド ★
優
勝　

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

阿
武
Jr

表
彰
席

第
21
回
M
リ
ー
グ

　
　
　

サ
ッ
カ
ー
大
会

（
敬
称
略
）

優勝したフットボールクラブ阿武Jr



俳　

句

進
学
の
孫
は
い
き
い
き
と
四
月
か
な

運

不

運

仮

の

世

の

事

花

筏

春
耕
の
す
す
む
田
ん
ぼ
の
黒
光
り

春
の
泥
畑
に
戻
し
て
も
ど
り
け
り

花
埃
り
踏
み
ゆ
く
児
等
の
声
響
く

蘖
に
花
一
輪
を
咲
か
し
け
り

朝

日

揺

れ

数

百

年

の

花

椿

ど
の
家
も
女
は
長
寿
葱
坊
主

花
時
や
ほ
っ
と
一
息
つ
き
に
行
く

き
び
き
び
と
姑
の
十
指
若
布
干
す

廻
り
き
た
季
節
を
踊
る
花
ま
ん
さ
く

山
ひ
と
つ
薄
紅
色
に
花
日
和

陽
光
に
右
曲
左
曲
の
春
の
川

起
き
臥
し
の
一
間
に
飾
る
豆
雛

億

年

の

岩

と

戯

る

春

の

海

小
野　

一
雄（
下　

郷
）

高
橋
作
之
助（
浜
の
１
）

佐
々
岡
美
保（
中　

村
）

原　
　

清
穂（
伊　

豆
）

柳
井　

惠
子（
平　

原
）

林　
　

弘
子（
浜
の
１
）

小
田　
　

衛（
宇　

久
）

大
倉　

淑
子（
上　

万
）

梅
地　

眞
代（
東　

方
）

池
田　

幸
枝（
大　

里
）

木
村　

信
惠（
久
瀬
原
）

出
羽
法
泉
子（
浜
の
１
）

河
原　

慶
子（
上　

郷
）

水
津　

紅
魚（
美　

浜
）

能
野　

泰
枝（
釜　

屋
）

し
ん　

が
く　
　
　
　

こ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し　

が
つ

う
ん　
　

ふ　
　
　
う
ん　
　

か
り　
　
　
　
　
　
　
よ　
　
　
　
　
　
　

こ
と　
　

は
な　

い
か
だ

し
ゅ
ん
こ
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
ろ　

び
か

は
る　
　
　
　

ど
ろ　

は
た　
　
　
　

も
ど

は
な　

ぼ
こ　
　
　
　

ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ　
　

ら　
　
　
　
　

こ
え　

ひ
び

ひ
こ
ば
え　
　
　
　

は
な　
　
い
ち　
　
り
ん　
　
　
　
　
　

さ

あ
さ　
　
　
ひ　
　
　

ゆ　
　
　
　
　
　
　

す
う　
　
ひ
ゃ
く　

ね
ん　
　
　
　
　
　

は
な　

つ
ば
き

　
　
　
　
　
　
　
　
い
え　
　
　
　
　

お
ん
な　
　
　
　

ち
ょ
う　

じ
ゅ　

ね
ぎ　
　
ぼ
う　
　

ず

は
な　

ど
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と　

い
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
う
な　
　
　

じ
っ　
　

し　
　
わ
か　

め　
　

ほ

ま
わ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き　

せ
つ　
　
　
　
お
ど　
　
　
　
は
な

や
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
す　
　
べ
に　
　
い
ろ　
　
　
　
　

は
な　
　

び　
　

よ
り

よ
う　
　
こ
う　
　
　
　
　
　

う　
　

き
ょ
く　

さ　

き
ょ
く　
　
　
　
　

は
る　
　
　
　
　

か
わ

　
お　
　
　
　
　
　
ふ　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と　
　

ま　
　
　
　
　

か
ざ　
　
　
　
　
ま
め　

ひ
い
な

お
く　
　

ね
ん　
　
　
　
　
　

い
わ　
　
　
　
　
　

た
わ
む　
　
　
　
　
　
は
る　
　
　
　
　
　

う
み

次回定例会は４月２３日（月）１９：００～
町民センター 講座室です

◆問い合わせ　あぶフォト倶楽部事務局　☎2ー3111

作品は道の駅温泉棟１階に展示中

●コメント：本場の石見神楽を見ているようで、素
晴らしい舞台だったと思います。舞台撮影の経験が
あまりないので、思う所でシャッターを切ることが
出来ず、とても緊張して撮影しました。　

●コメント：奈古～大井間走行中の瑞風をスピード
感のある感じで写し取ることが出来ました。

会員作品紹介

私 の 一 品

タ
イ
ト
ル

「
福
賀
神
楽
舞
大
蛇（
お
ろ
ち
） 
」

出
羽　

朝
一
（
浜
の
一
）

タ
イ
ト
ル「
激
走
瑞
風
」

杉
村　

広
和
（
宇
田
中
央
）

［材料（２人分）］

牛肉（薄切り） １４０ｇ

プロセスチーズ ４０ｇ

アスパラガス ２本

サラダ油 大さじ２／３

しょうゆ 小さじ１

みりん 小さじ１

［作り方］

① プロセスチーズは７～８ミリ角の棒状に切る。

② アスパラガスは根元の部分を少し切り落として、

はかまを取る。塩ゆでにして冷水に放して冷ま

す。

③ 牛肉は縦長に広げて手前にプロセスチーズとアス

パラガスをやや斜めにのせて巻き、巻き終わりを

下にしてしばらくおく。

④ フライパンにサラダ油を熱し、③の巻き終わりを

下にして最初に焼き目をつける。さらに全体に転

がしながら焼き色をつけてから取り出す。

⑤ ④のフライパンを洗って火にかけ、しょうゆ、み

りんを入れて、焼いた肉を戻して、転がすように

してたれをからめる。食べやすい大きさに切って

器に盛る。

※1人分のカルシウム摂取量は１３２ミリグラムで

す。

※色どりよく、いちごなどと一緒に盛りつけましょ

う。

「カルシウムたっぷり骨太レシピ！」より

くるくる巻いて牛肉のチーズ焼き

ヘ
ル

スメ
イト☆おすすめ料

理

中村　佐々岡美保子さん
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